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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を照射して車外に情報を表示する１つまたは複数の照射部と、
　車両内外の状況に関する情報を取得する情報取得部と、
　前記情報取得部によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示開始条件に合致
するか否かを判定する判定部と、
　前記１つまたは複数の照射部を制御して、前記判定部によって車両内外の状況に関する
情報に合致すると判定された表示開始条件に対応する情報を、車外に表示させる制御部と
を備え、
　前記判定部は、車外に情報が表示されてから、前記情報取得部によって取得された車両
外の状況に関する情報が表示変更条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記判定部によって車両外の状況に関する情報が表示変更条件に合致す
ると判定された場合に、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示されている
情報ごとに表示態様を変更し、
　車両周辺の物体を検出するセンサである第１の車外センサと、
　車両周辺の物体を検出するセンサであり、前記第１の車外センサとは異なる位置に設け
られた第２の車外センサと、を具備し、
　前記情報取得部は前記第１の車外センサと前記第２の車外センサの検出情報を取得し、
　前記判定部は、前記第１の車外センサの検出情報および前記第２の車外センサの検出情
報に基づいて、前記表示開始条件との合致および前記表示変更条件との合致の少なくとも
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１つを判定すること
　を特徴とする照射装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記第１の車外センサの検出情報および前記第２の車外センサの検出情
報に基づいて前記表示開始条件との合致を判定する第１の判定、及び、前記第１の車外セ
ンサの検出情報に基づいて前記表示開始条件との合致を判定し、前記第２の車外センサの
検出情報に基づいて前記表示変更条件との合致を判定する第２の判定の少なくとも１つの
判定処理を実行することを特徴とする請求項１記載の照射装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記１つまたは複数の照射部を制御して、単一または複数の光の要素に
よって構成された光パターンの照射状態が連続的に変化するアニメーションを車外に表示
させること
　を特徴とする請求項１記載の照射装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記１つまたは複数の照射部を制御して、画像を車外に表示させること
　を特徴とする請求項１記載の照射装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記１つまたは複数の照射部を制御して、前記アニメーションにおける
光パターンの色、明るさ、照射位置および照射状態の変化速度のうちの少なくとも一つを
変更すること
　を特徴とする請求項３記載の照射装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示した前記画像の形
状、色、明るさ、大きさ、表示位置、表示タイミングおよび表示時間のうちの少なくとも
一つを変更すること
　を特徴とする請求項４記載の照射装置。
【請求項７】
　前記判定部は、車両周辺の移動体の位置、移動方向、車両と前記移動体との距離および
移動速度のうちの少なくとも一つが表示変更条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記移動体の位置、移動方向、車両と前記移動体との距離および移動速
度のうちの少なくとも一つが表示変更条件に合致すると判定された場合、前記１つまたは
複数の照射部を制御して、１つまたは複数の情報の表示態様を変更すること
　を特徴とする請求項１記載の照射装置。
【請求項８】
　前記判定部は、車外に表示した情報の表示態様が変更されてから、前記情報取得部によ
って取得された車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記判定部によって車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致
すると判定された場合、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示された情報
を変更前の表示態様に戻すこと
　を特徴とする請求項１から請求項７のうちのいずれか１項記載の照射装置。
【請求項９】
　前記制御部は、車外に情報を表示させていることを車内通知部によって車内に通知させ
ること
　を特徴とする請求項１記載の照射装置。
【請求項１０】
　前記車内通知部は、車内に光を発する車内灯具または車内モニタであること
　を特徴とする請求項９記載の照射装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、車外の情報の表示を終了してから一定の時間が経過するまで前記車内通
知部による車内への通知を継続させること
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　を特徴とする請求項９または請求項１０記載の照射装置。
【請求項１２】
　車外に光を発する車外灯具と前記アニメーションの光パターンとの両方を点滅させたと
きに、前記アニメーションの光パターンの点灯タイミングと前記車外灯具の点灯タイミン
グとが一致していること
　を特徴とする請求項３記載の照射装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記車外灯具よりも前記アニメーションの点灯タイミングが早い場合、
前記アニメーションの光パターンの点灯時間を延長して前記車外灯具の点灯タイミングに
合わせること
　を特徴とする請求項１２記載の照射装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記車外灯具よりも前記アニメーションの点灯タイミングが遅い場合、
前記アニメーションの光パターンの消灯時間を短縮して前記車外灯具の点灯タイミングに
合わせること
　を特徴とする請求項１２記載の照射装置。
【請求項１５】
　車外に光を発する車外灯具と前記アニメーションの光パターンとの両方を点滅させたと
きに、前記アニメーションの光パターンと前記車外灯具とが交互に点灯すること
　を特徴とする請求項３記載の照射装置。
【請求項１６】
　前記判定部は、車外に情報が表示されてから、前記情報取得部によって取得された前記
第１の車外センサの検出情報及び前記第２の車外センサの検出情報に基づいて、表示終了
条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記判定部によって前記表示終了条件に合致すると判定された場合に、
前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示した情報の表示を終了することを特
徴とする請求項１から請求項１５のうちのいずれか１項記載の照射装置。
【請求項１７】
　光を照射して車外に情報を表示する１つまたは複数の照射部と、
　車両内外の状況に関する情報を取得する情報取得部と、
　前記情報取得部によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示開始条件に合致
するか否かを判定する判定部と、
　前記１つまたは複数の照射部を制御して、前記判定部によって車両内外の状況に関する
情報に合致すると判定された表示開始条件に対応する情報を、車外に表示させる制御部と
を備え、
　前記判定部は、車外に情報が表示されてから、前記情報取得部によって取得された車両
内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記判定部によって車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致
すると判定された場合に、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示した情報
の表示態様を変更し、
　前記制御部は、さらに、車外に情報を表示させていることを車内通知部によって車内に
通知させ、車外の情報の表示を終了してから一定の時間が経過するまで前記車内通知部に
よる車内への通知を継続させること
　を特徴とする照射装置。
【請求項１８】
　前記車内通知部は、車内に光を発する車内灯具または車内モニタであること
　を特徴とする請求項１７記載の照射装置。
【請求項１９】
　情報取得部が、車両内外の状況に関する情報を取得するステップと、
　判定部が、前記情報取得部によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示開始
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条件に合致するか否かを判定するステップと、
　制御部が、光を照射して車外に情報を表示する１つまたは複数の照射部を制御して、前
記判定部によって車両内外の状況に関する情報に合致すると判定された表示開始条件に対
応する情報を、車外に表示させるステップとを備え、
　前記判定部は、車外に情報が表示されてから、前記情報取得部によって取得された車両
外の状況に関する情報が表示変更条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部は、前記判定部によって車両外の状況に関する情報が表示変更条件に合致す
ると判定された場合に、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示されている
情報ごとに表示態様を変更し、
　前記情報取得部は、車両周辺の物体を検出するセンサである第１の車外センサの検出情
報と、車両周辺の物体を検出するセンサであり、前記第１の車外センサとは異なる位置に
設けられた第２の車外センサの検出情報とを取得し、
　前記判定部は、前記第１の車外センサの検出情報および前記第２の車外センサの検出情
報に基づいて、前記表示開始条件との合致および前記表示変更条件との合致の少なくとも
１つを判定すること
　を特徴とする照射方法。
【請求項２０】
　情報取得部が、車両内外の状況に関する情報を取得するステップと、
　判定部が、前記情報取得部によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示開始
条件に合致するか否かを判定するステップと、
　制御部が、光を照射して車外に情報を表示する１つまたは複数の照射部を制御して、前
記判定部によって車両内外の状況に関する情報に合致すると判定された表示開始条件に対
応する情報を、車外に表示させるステップと、
　前記制御部が、車外に情報を表示させていることを車内通知部によって車内に通知させ
るステップとを備え、
　前記判定部が、車外に情報が表示されてから、前記情報取得部によって取得された車両
内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致するか否かを判定し、
　前記制御部が、前記判定部によって車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致
すると判定された場合に、前記１つまたは複数の照射部を制御して、車外に表示した情報
の表示態様を変更し、
　前記制御部は、さらに、車外の情報の表示を終了してから一定の時間が経過するまで前
記車内通知部による車内への通知を継続させること
　を特徴とする照射方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光を照射して車外に情報を表示する照射装置および照射方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、光を路面に照射して情報を車外に表示する技術が知られている。例えば、特
許文献１に記載される車両情報表示装置では、車両の状態に関わる車両情報に対応した表
示パターンを、車両に設けられた照明用または標識用のランプを用いて路面に投影する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１４４７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された車両情報表示装置では、車両がある状態になったと認識された
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タイミングで、このときの車両状態を表した表示パターンが車外に表示される。
　しかしながら、実際の車両内外の状況は時々刻々と変化していくため、車両状態のみを
基準として情報を車外に表示しても、車両内外の状況によっては、車外に表示した情報を
車外の対象者に的確に伝えられないという課題があった。
【０００５】
　この発明は上記課題を解決するものであり、車外に表示した情報を車外の対象者に的確
に伝えることができる照射装置および照射方法を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る照射装置は、１つまたは複数の照射部、情報取得部、判定部および制御
部を備える。照射部は、光を照射して車外に情報を表示する。情報取得部は、車両内外の
状況に関する情報を取得する。判定部は、情報取得部によって取得された車両内外の状況
に関する情報が表示開始条件に合致するか否かを判定する。制御部は、１つまたは複数の
照射部を制御して、判定部によって車両内外の状況に関する情報に合致すると判定された
表示開始条件に対応する情報を、車外に表示させる。この構成において、判定部が、車外
に情報が表示されてから、情報取得部によって取得された車両外の状況に関する情報が表
示変更条件に合致するか否かを判定する。制御部が、判定部によって車両外の状況に関す
る情報が表示変更条件に合致すると判定された場合に、１つまたは複数の照射部を制御し
て、車外に表示されている情報ごとに表示態様を変更し、車両周辺の物体を検出するセン
サである第１の車外センサと、車両周辺の物体を検出するセンサであり、第１の車外セン
サとは異なる位置に設けられた第２の車外センサと、を具備し、情報取得部は第１の車外
センサと第２の車外センサの検出情報を取得し、判定部は、第１の車外センサの検出情報
および第２の車外センサの検出情報に基づいて、表示開始条件との合致および表示変更条
件との合致の少なくとも１つを判定する。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致すると、車外に
表示した情報の表示態様が変更されるので、車外に表示した情報を車外の対象者に的確に
伝えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１におけるハードウェア構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る照射装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】実施の形態１に係る照射方法を示すフローチャートである。
【図４】図４Ａは、車両ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための
表示情報の例を示す図である。図４Ｂは、車両ドアが開けられようとしている車両状態を
車外に通知するための表示情報の別の例を示す図である。
【図５】図５Ａは、車両が前進しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報の例を示す図である。図５Ｂは、車両が前進しようとしている車両状態を車外に通知す
るための表示情報の別の例を示す図である。
【図６】図６Ａは、車両が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報の例を示す図である。図６Ｂは、車両が後退しようとしている車両状態を車外に通知す
るための表示情報の別の例を示す図である。
【図７】車両が左折しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報の例を示
す図である。
【図８】図８Ａは、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示
情報の例を示す図である。図８Ｂは、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通
知するための表示情報の別の例を示す図である。
【図９】図９Ａは、乗車案内をしている車両状態を車外に通知するための表示情報の例を
示す図である。図９Ｂは、乗車案内をしている車両状態を車外に通知するための表示情報
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の別の例を示す図である。
【図１０】図１０Ａは、複数の車外センサのセンシングエリアを示す図である。図１０Ｂ
は、図１０Ａのセンシングエリアのうち、車両の左後部ドアが開けられようとしている車
両状態において着目されるセンシングエリアを示す図である。
【図１１】左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための複数の
表示情報の例を示す図である。
【図１２】図１２Ａは、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための
表示情報の例を示す図である。図１２Ｂは、歩行者と新たに接近してきた車両との両方に
注意喚起するための表示情報の例を示す図である。
【図１３】図１３Ａは、複数のセンシングエリアのうち、車両が後退しようとしている車
両状態で着目されるセンシングエリアを示す図である。図１３Ｂは、車両後方の歩行者の
移動に応じて表示情報の表示位置が変更される様子を示す図である。
【図１４】図１４Ａは、車両に近い位置に存在する歩行者に対する表示情報の例を示す図
である。図１４Ｂは、車両から遠い位置に存在する自転車に対する表示情報の例を示す図
である。
【図１５】車両から車外の対象者までの距離に応じて表示情報の表示位置が変更される様
子を示す図である。
【図１６】この発明の実施の形態２に係る照射装置の動作を示すフローチャートである。
【図１７】実施の形態２におけるドアノブ灯具の点灯状態を示す図である。
【図１８】車両が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報を車内
モニタに表示した様子を示す図である。
【図１９】車両ドアが開けられようとしている車両状態に対応する画像情報をバックミラ
ーモニタに表示した様子を示す図である。
【図２０】車両ドアが開けられようとしている車両状態に対応する画像情報を車内モニタ
に表示した様子を示す図である。
【図２１】図２１Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知する
ための表示情報の例を示す図である。図２１Ｂは、図２１Ａの表示情報の表示に連動した
ドアノブ灯具の点灯状態を示す図である。
【図２２】図２２Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知する
ための表示情報の表示が終了した直後の状態を示す図である。図２２Ｂは、図２２Ａの状
態におけるドアノブ灯具の点灯状態を示す図である。
【図２３】図２３Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知する
ための表示情報の表示が終了してから一定の時間が経過した状態を示す図である。図２３
Ｂは、図２３Ａの状態におけるドアノブ灯具の点灯状態を示す図である。
【図２４】この発明の実施の形態３に係る照射装置の動作を示すフローチャートである。
【図２５】実施の形態３における車外灯具および表示情報を示す図である。
【図２６】車外灯具の点滅パターンを示す図である。
【図２７】図２７Ａは、実施の形態３における表示情報の点滅パターン（パターンＡ）を
示す図である。図２７Ｂは、実施の形態３における表示情報の点滅パターン（パターンＢ
）を示す図である。
【図２８】図２８Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図２８Ｂは、図２８Ａ
の車外灯具と同時に点灯が繰り返される表示情報の点滅パターン（パターンＡ）を示す図
である。
【図２９】図２９Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図２９Ｂは、図２９Ａ
の車外灯具と同時に点灯が繰り返される表示情報の点滅パターン（パターンＢ）を示す図
である。
【図３０】図３０Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３０Ｂは、図３０Ａ
の車外灯具の点灯タイミングよりも早く点灯していた表示情報の補正後の点滅パターン（
パターンＡ）を示す図である。
【図３１】図３１Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３１Ｂは、図３１Ａ
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の車外灯具の点灯タイミングよりも早く点灯していた表示情報の補正後の点滅パターン（
パターンＢ）を示す図である。
【図３２】図３２Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３２Ｂは、図３２Ａ
の車外灯具の点灯タイミングよりも遅く点灯していた表示情報の補正後の点滅パターン（
パターンＡ）を示す図である。
【図３３】図３３Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３３Ｂは、図３３Ａ
の車外灯具の点灯タイミングよりも遅く点灯していた表示情報の補正後の点滅パターン（
パターンＢ）を示す図である。
【図３４】図３４Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３４Ｂは、図３４Ａ
の車外灯具と交互に点灯するように点灯タイミングを補正した表示情報の点滅パターン（
パターンＡ）を示す図である。
【図３５】図３５Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３５Ｂは、図３５Ａ
の車外灯具と交互に点灯するように点灯タイミングを補正した表示情報の点滅パターン（
パターンＢ）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、この発明をより詳細に説明するため、この発明を実施するための形態について、
添付の図面に従って説明する。
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１におけるハードウェア構成を示すブロック図である。
実施の形態１における車両は、各種センサおよび車載機器である車両デバイス１を備えて
いる。全体制御ＥＣＵ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）２は、車両
デバイス１によって取得された情報に基づいて、制御対象のハードウェアを制御すること
ができる。車両デバイス１は、車速センサ１ａ、舵角センサ１ｂ、アクセルセンサ１ｃ、
ブレーキセンサ１ｄ、シフトセンサ１ｅ、ウィンカーセンサ１ｆ、ハザードセンサ１ｇ、
ワイパーセンサ１ｈ、ライトセンサ１ｉ、ドア開閉センサ１ｊ、ドライバカメラ１ｋ、着
座センサ１ｌ、加速度センサ１ｍ、角速度センサ１ｎ、ＧＰＳデバイス１ｏ、ナビゲーシ
ョンシステム１ｐ、車外カメラ１ｑ、車外センサ１ｒ、照度センサ１ｓ、ドアノブセンサ
１ｔおよびシートベルトセンサ１ｕを含む。
【００１０】
　全体制御ＥＣＵ２は、ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を
介して受信した情報をライティング制御装置３Ａに出力する。ライティング制御装置３Ａ
は、全体制御ＥＣＵ２から入力した情報に基づいて、ライトデバイス４ａ、ライトデバイ
ス４ｂ、ライトデバイス４ｃおよびライトデバイス４ｄのそれぞれを制御する。全体制御
ＥＣＵ２は、車両デバイス１における複数のセンサのそれぞれが検出した情報、あるいは
車両デバイス１におけるカメラが撮像した画像を受信する。
【００１１】
　車速センサ１ａは、車両の速度を検出するセンサであって、車輪速に応じた電気信号（
車速パルス）を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　舵角センサ１ｂは、車両の操舵角を検出するセンサであって、操舵角に応じた電気信号
を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　アクセルセンサ１ｃは、車両のアクセルの開度、すなわち、アクセルペダルの操作量を
検出するセンサであり、アクセルペダルの操作量情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００１２】
　ブレーキセンサ１ｄは、車両のブレーキペダルの操作量を検出するセンサであり、ブレ
ーキペダルの操作量情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　シフトセンサ１ｅは、車両のシフトレバーの状態（または変化）を検出するセンサであ
り、車両の運転者によるシフト変更といった、シフトレバーの操作情報を全体制御ＥＣＵ
２に出力する。
　ウィンカーセンサ１ｆは、ウィンカー（方向指示器）の操作を検出するセンサであり、
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ウィンカー操作で指示された方向を示す情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００１３】
　ハザードセンサ１ｇは、ハザードスイッチの操作を検出するセンサであって、ハザード
スイッチの操作情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　ワイパーセンサ１ｈは、ワイパー操作を検出するセンサであって、ワイパー操作情報を
全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　ライトセンサ１ｉは、ライトレバーの操作を検出するセンサであり、ライトレバー操作
情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００１４】
　ドア開閉センサ１ｊは、車両のドアの開閉を検出するセンサであり、ドアの開閉情報を
全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　ドライバカメラ１ｋは、運転席に対向した車内の位置に設けられたカメラ（撮像装置）
であって、運転席に着座するドライバを撮像する機能を有する。ドライバカメラ１ｋは、
ドライバの顔または上半身を撮像し、撮像した画像情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００１５】
　着座センサ１ｌは、車両の乗員の着座を検出するセンサであり、例えば、シートベルト
の着脱を検出することによって乗員の着座を検出する。シートベルトの着脱は、例えば、
押圧センサを利用して検出してもよい。また、着座センサ１ｌは、乗員が着座または離席
すると、乗員の着座および離席を示す情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　また、着座センサ１ｌは、座席内に設けられた単数または複数の押圧センサであっても
よい。全体制御ＥＣＵ２は、複数の押圧センサのそれぞれで検出された情報に基づいて、
乗員の姿勢を推定してもよい。
【００１６】
　加速度センサ１ｍは、車両の加速度を検出するセンサであり、例えば、３軸加速度セン
サである。加速度センサ１ｍは、車両の加速度情報を検出すると、この加速度情報を全体
制御ＥＣＵ２に出力する。
　角速度センサ１ｎは、車両の角速度（ジャイロ）を検出するセンサであり、角速度情報
を全体制御ＥＣＵ２に出力する。この角速度情報に基づいて、全体制御ＥＣＵ２は、車両
の旋回速度などを検出することができる。
【００１７】
　ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）デバイス１ｏは、Ｇ
ＰＳ衛星が発信する電波を利用して車両の位置を検出する装置であり、車両の位置座標を
全体制御ＥＣＵ２およびナビゲーションシステム１ｐに出力する。
【００１８】
　ナビゲーションシステム１ｐは、車両位置と地図情報とに基づいて、車両の目的地への
推奨経路を算出する機能を有している。
　ナビゲーションシステム１ｐは、外部装置と通信して取得された車両周辺の渋滞情報、
通行止め情報といった情報に基づいて、車両の推奨経路を算出してもよい。
　ナビゲーションシステム１ｐは、車両の位置情報および目的地情報に基づいて、サーバ
で算出された推奨経路を受信する装置であってもよい。ナビゲーションシステム１ｐは、
車両の経路情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００１９】
　車外カメラ１ｑは、車両に設けられて車外を撮像するカメラ（撮像装置）であって、例
えば、車両の前方、後方および左右方向のそれぞれに設けられて、それぞれの方向の撮像
画像を全体制御ＥＣＵ２に出力する。全体制御ＥＣＵ２は、車外カメラ１ｑから入力した
撮影画像に基づいて、人間の検出および認識、または車両周辺の物体（オブジェクト）の
検出および認識を実行する。
【００２０】
　車外センサ１ｒは、車両周辺の物体を検出するセンサであり、例えば、超音波センサ、
レーダセンサ、ミリ波レーダセンサ、赤外線レーダセンサにより実現することができる。
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車外センサ１ｒは、車両周辺の物体の検出情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　全体制御ＥＣＵ２は、車外センサ１ｒから入力した物体の検出情報に基づいて、物体の
位置または物体と車両との距離を算出する。なお、物体の位置または物体と車両との距離
は、全体制御ＥＣＵ２が算出してもよいが、車外センサ１ｒが算出して全体制御ＥＣＵ２
に出力してもよい。
【００２１】
　照度センサ１ｓは、車両に設けられて車外の照度（明るさ）を検出するセンサであり、
検出した照度情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　ドアノブセンサ１ｔは、車両の乗員がドアノブに触れたか否かを検出するセンサであっ
て、乗員がドアノブに触れたことを示す検出情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
　シートベルトセンサ１ｕは、座席にあるシートベルトの脱着を検出するセンサであり、
シートベルトの脱着を示す検出情報を全体制御ＥＣＵ２に出力する。
【００２２】
　全体制御ＥＣＵ２は、車両全体を制御する機能を有している。全体制御ＥＣＵ２は、図
１に示すように、プロセッサ２ａ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２ｂ、
ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２ｃを備えている。
　プロセッサ２ａは、全体制御ＥＣＵ２において各種の計算処理を実行する計算処理回路
であり、プロセッサ、計算処理回路、電気回路、コントローラなどと呼称されるハードウ
ェアである。プロセッサ２ａは、１つまたは２つ以上の計算処理回路の集合によって構成
される。プロセッサ２ａは、ＲＯＭ２ｂから読み出したプログラムをＲＡＭ２ｃ上に展開
して計算処理を実行することができる。
【００２３】
　ＲＯＭ２ｂは、１つ以上のプログラムを格納する不揮発性記憶装置である。ＲＡＭ２ｃ
は、プロセッサ２ａが、プログラムおよび各種情報の展開領域として用いる揮発性記憶装
置である。ＲＯＭ２ｂおよびＲＡＭ２ｃは、例えば、半導体記憶装置によって構成され、
メモリと呼ぶこともできる。
【００２４】
　なお、図１では、プロセッサ２ａによって実行されるプログラムを格納する記憶装置と
してＲＯＭ２ｂを例示したが、記憶装置は、これに限定されるものではない。
　例えば、記憶装置は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、ＳＳＤ（Ｓｏｌｉ
ｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）といったストレージと呼ばれる不揮発性大容量記憶装置で
あってもよい。また、ストレージを含めた記憶装置を総称としてメモリと呼んでもよい。
これは、後述する照射装置３においても同様である。
【００２５】
　エンジン２ｄは、車輪を回転させる動力を発生する動力源であって、燃料を燃焼させて
駆動する内燃機関または電気エネルギーで駆動するモータであってもよい。エンジン２ｄ
は、全体制御ＥＣＵ２からの指示で動作することもできる。
　変速機２ｅは、エンジン２ｄにより発生された動力を車輪に伝達する。変速機２ｅは、
全体制御ＥＣＵ２の指示でギアを変更することによって、車輪に伝達されるトルクを変更
する。
【００２６】
　ブレーキアクチュエータ２ｆは、車両のブレーキ（減速機）を動作させる機構あって、
全体制御ＥＣＵ２の指示に基づいてブレーキを動作させ、車両を減速させる。
　ステアリングアクチュエータ２ｇは、車両のステアリング（操舵装置）を動作させる機
構であり、全体制御ＥＣＵ２の指示に基づいてステアリングを制御して車両の進行方向を
制御することができる。
　ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）２ｈは、ドライバの前方の視野に重畳して情報を
表示する透過型の表示装置であり、全体制御ＥＣＵ２の指示に基づいて、フロントガラス
などに情報を表示することができる。
　車内モニタ２ｉは、情報を車内に表示するモニタであり、例えば、ナビゲーションシス
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テム１ｐのモニタにより実現される。なお、車内モニタ２ｉは、バックミラーに取り付け
られたモニタであるバックミラーモニタであってもよい。
【００２７】
　ライティング制御装置３Ａは、車両に設けられた各種のライトデバイスを制御する装置
であり、統合判別ＥＣＵ３ａおよびライト制御ＥＣＵ３ｂを備える。
　実施の形態１における車両は、各種のライトデバイスから照射された光によって、車両
の周囲に、車両の状態、動作意図または警告を行う機能を有している。ライトデバイスと
は、ライトデバイス４ａ～４ｄの総称である。
【００２８】
　統合判別ＥＣＵ３ａは、全体制御ＥＣＵ２または無線通信装置５から入力した車両内外
の状況を示す情報に基づいて車両内外の状況を判別し、ライトデバイスを制御して車外に
表示すべき情報を決定する。統合判別ＥＣＵ３ａは、プロセッサ３ａ－１、ＲＯＭ３ａ－
２、およびＲＡＭ３ａ－３を備える。プロセッサ３ａ－１は、統合判別ＥＣＵ３ａにおい
て各種の計算処理を行う計算処理回路である。プロセッサ３ａ－１は、１つまたは２つ以
上の計算処理回路の集合によって構成されている。プロセッサ３ａ－１は、ＲＯＭ３ａ－
２から読み出したプログラムを、ＲＡＭ３ａ－３に展開して計算処理を実行することがで
きる。
【００２９】
　ライト制御ＥＣＵ３ｂは、ライトデバイスによる光の照射を制御して車外に情報を表示
させる。ライト制御ＥＣＵ３ｂは、統合判別ＥＣＵ３ａから入力された情報に基づいて、
ライトデバイスによる光の照射形状、大きさ、色、輝度、照射位置、時間および照射タイ
ミングを決定し、決定した内容で光を照射するようにライトデバイスに指示する。
【００３０】
　ライト制御ＥＣＵ３ｂは、プロセッサ３ｂ－１、ＲＯＭ３ｂ－２およびＲＡＭ３ｂ－３
を備える。プロセッサ３ｂ－１は、ライト制御ＥＣＵ３ｂにおいて各種の計算処理を行う
計算処理回路である。プロセッサ３ｂ－１は、１つまたは２つ以上の計算処理回路の集合
によって構成される。プロセッサ３ｂ－１は、ＲＯＭ３ｂ－２から読み出したプログラム
を、ＲＡＭ３ｂ－３に展開して計算処理を実行することができる。
【００３１】
　ライトデバイス４ａは、車外に光を照射して情報を表示する照射部であり、車外の路面
または壁面に光を照射して情報を表示する。
　ライトデバイス４ａによって車外に表示される情報は、例えば、車両が行おうとしてい
る動作を示す情報、車両の現在の状態を示す情報、車両が行おうとしている動作に対する
注意喚起を促す情報がある。
　ライトデバイス４ａは、これらの情報のそれぞれに適した光パターンまたは画像の形状
、大きさ、色、輝度、照射位置、時間および照射タイミングで、これらの情報を車外に表
示する。
【００３２】
　ライトデバイス４ａは、ライトドライバ４ａ１およびライト４ａ２を備える。ライトド
ライバ４ａ１は、ライト４ａ２を駆動させる駆動装置であり、ライト４ａ２による光の照
射を制御する。ライト４ａ２は、車外に光を照射することにより、光パターン、アニメー
ションまたは画像を車外に表示するライトである。
　光パターンは、単一または複数の光の要素で構成された光のパターンである。
　アニメーションは、光パターンの照射状態を連続的に変化させたものである。例えば、
アニメーションには、複数の光パターンが順次点灯して、車外の人から光パターンが順に
増えていくように見えるようなもの、複数の光パターンが点灯と消灯とを交互に繰り返す
ものなどがある。
　画像は、光の照射で車外に投影されたマーク、テキスト情報または動画である。画像に
は、車外の人に注意喚起するための警告マークまたは車両の状態を示すテキストが挙げら
れる。
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【００３３】
　ライトデバイス４ｂは、車体の外側表面で発光する、または、車体から外側に向けて光
を照射することによって、車外に情報を表示する照射部である。
　ライトデバイス４ｂにより車外に表示される情報は、ライトデバイス４ａと同様に、車
両が行おうとしている動作を示す情報、車両の現在の状態を示す情報、車両が行おうとし
ている動作に対する注意喚起を促す情報がある。ライトデバイス４ｂは、これらの情報の
それぞれに適した光パターンの形状、大きさ、色、輝度、照射位置、時間および照射タイ
ミングで、これらの情報を車外に表示する。
【００３４】
　ライトデバイス４ｂは、ライトドライバ４ｂ１およびライト４ｂ２を備える。ライトド
ライバ４ｂ１は、ライト４ｂ２を駆動させる駆動装置であって、ライト４ｂ２による光の
照射を制御する。ライト４ｂ２は、車両の外側表面または車体から外側に向けて光を照射
して情報を表示する装置であり、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）および発光ダイオ
ード（ＬＥＤ）を用いた表示装置である。この表示装置は、表示面が車両の外側に向けら
れており、ＬＥＤから発せられた光がＬＣＤを透過した光が車外に照射される。また、ラ
イト４ｂ２は、表示面が車両の外側に向けられた有機エレクトロルミネッセンス（有機Ｅ
Ｌ）であってもよい。
　すなわち、ライトデバイス４ｂは、前述したようなバックライトまたは画像の表示光を
直接的または間接的に車外に照射することで、車外に情報を表示する表示装置であっても
よい。
【００３５】
　ライトデバイス４ｃは、ライトドライバ４ｃ１およびライト４ｃ２を備える。ライトド
ライバ４ｃ１は、ライト４ｃ２を駆動させる駆動装置であり、ライト４ｃ２の点灯を制御
する。ライト４ｃ２は、車両の車室内で光を発する車内灯具であり、例えば、車内のドア
ノブを照らすドアノブ灯具により実現される。
【００３６】
　ライトデバイス４ｄは、ライトドライバ４ｄ１およびライト４ｄ２を備える。ライトド
ライバ４ｄ１は、全体制御ＥＣＵ２またはライト制御ＥＣＵ３ｂの指示に従って、ライト
４ｄ２を駆動させる装置であり、ライト４ｄ２による光の照射を制御する。ライト４ｄ２
は、車外に光を発する各種の車外灯具の総称である。車外灯具には、例えば、ヘッドライ
ト、ウィンカーランプ、サイドミラーランプおよびブレーキランプがある。
【００３７】
　無線通信装置５は、外部の通信装置と無線通信を行う装置であり、アンテナ５ａ、送信
部５ｂおよび受信部５ｃを備える。送信部５ｂは、アンテナ５ａを介して外部の通信装置
に無線信号を送信し、受信部５ｃは、アンテナ５ａを介して外部の通信装置から無線信号
を受信して統合判別ＥＣＵ３ａに出力する。
　また、無線通信装置５は、他の車両に搭載された無線通信装置と車車間通信を行っても
よく、路側機に設けられた無線通信装置との間で路車間通信を行ってもよく、スマートフ
ォンなどの通信端末との間で通信を行ってもよい。
　無線通信装置５の通信方式は、予め決められた周波数帯域を使用した独自の通信方式で
あってもよく、既存の通信規格の通信方式であってもよい。
　例えば、無線ローカルエリアネットワーク（無線ＬＡＮ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）などの既存の通信規格の通信方式であってもよい。
【００３８】
　図２は、実施の形態１に係る照射装置３の機能構成を示すブロック図である。
　照射装置３は、ライティング制御装置３Ａおよびライトデバイス４ａ～４ｄにより実現
される装置であり、ライトデバイス４ａ～４ｄによる光の照射を制御する。その機能構成
として、情報取得部３０、判定部３１、条件データベース（以下、条件ＤＢと記載する）
３１ａおよび制御部３２を備える。
【００３９】
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　情報取得部３０は、全体制御ＥＣＵ２あるいは無線通信装置５から、車両内外の状況に
関する情報を取得する。情報取得部３０の機能は、統合判別ＥＣＵ３ａのプロセッサ３ａ
－１が、ＲＯＭ３ａ－２から読み出したプログラムを実行することにより実現される。車
両内外の状況に関する情報は、車両デバイス１における、各種のセンサによって検出され
た情報、車載機器によって取得された情報、あるいはカメラによって撮像された画像また
は映像である。
【００４０】
　条件ＤＢ３１ａは、表示開始条件、表示変更条件、表示復帰条件および表示終了条件が
格納されたデータベースであって、例えば、統合判別ＥＣＵ３ａのＲＯＭ３ａ－２の記憶
領域上に構成される。
　表示開始条件は、車両内外の状況に関する条件情報と、これに対応する車両状態の表示
情報とがまとめられた情報である。
　車両状態には、例えば、車両のドアが開けられようとしている車両状態、車両が前進ま
たは後退しようとしている車両状態、車両が右折または左折しようとしている車両状態、
車両前方の横断を許可している車両状態、車両への乗車案内をしている車両状態、車両周
辺の歩行者に対する注意喚起を促す車両状態などが挙げられる。
　上記表示情報には、上記車両状態を示す、光パターン、アニメーションあるいは画像が
挙げられる。
【００４１】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示
開始条件に合致するか否かを判定する。例えば、判定部３１は、情報取得部３０によって
取得された車両内外の状況に関する情報と条件ＤＢ３１ａに格納されている表示開始条件
とを比較することで、車両内外の状況に関する情報が、表示開始条件における車両内外の
状況に関する条件情報に合致するか否かを判定する。
　なお、判定部３１の機能は、統合判別ＥＣＵ３ａのプロセッサ３ａ－１が、ＲＯＭ３ａ
－２から読み出したプログラムを実行することにより実現される。
【００４２】
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が表示開始条件における車両内外の状況に
関する条件情報に合致すると判定した場合、この表示開始条件に対応する車両状態の表示
情報を、制御部３２に出力する。
　なお、判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が条件ＤＢ３１ａに格納されている
複数の表示開始条件のそれぞれに合致すると判定した場合、これらの表示開始条件のそれ
ぞれに対応する複数の表示情報を、制御部３２に出力する。
【００４３】
　判定部３１は、車外に情報が表示されてから、情報取得部３０によって取得された車両
内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致するか否かを判定する。
　表示変更条件は、車両状態の表示情報と、この表示情報を変更すべき車両内外の状況に
関する条件情報と、上記表示情報の変更後の表示態様を示す情報とがまとめられた情報で
ある。表示情報を変更すべき条件としては、例えば、車両のドアが開けられようとしてい
る車両状態を示すアニメーションが表示されているときに、このドアから一定距離範囲内
に歩行者が接近した場合などが挙げられる。
　また、変更後の表示態様としては、上記アニメーションにおける光パターンの点滅速度
を高くする態様（例えば、倍速）が挙げられる。
【００４４】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報と条件
ＤＢ３１ａに格納されている表示変更条件とを比較することで、車両内外の状況に関する
情報が、表示変更条件における車両内外の状況に関する条件情報に合致するか否かを判定
する。判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が、表示変更条件における車両内外の
状況に関する条件情報に合致すると判定した場合に、この表示変更条件に対応する変更後
の表示態様を示す情報を、制御部３２に出力する。
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【００４５】
　判定部３１は、車外に表示された情報の表示態様が変更されてから、情報取得部３０に
よって取得された車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致するか否かを判定す
る。表示復帰条件は、表示態様が変更された表示情報とこの表示情報を変更前の表示態様
に戻すべき車両内外の状況に関する条件情報とがまとめられた情報である。
　表示情報を変更前の表示態様に戻すべき条件としては、例えば、車両のドアが開けられ
ようとしている車両状態を示すアニメーションの表示態様が変更された後、歩行者がドア
から一定距離以上離れた場合などが挙げられる。
【００４６】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報と条件
ＤＢ３１ａに格納されている表示復帰条件とを比較することで、車両内外の状況に関する
情報が、表示復帰条件における車両内外の状況に関する条件情報に合致するか否かを判定
する。判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が、表示復帰条件における車両内外の
状況に関する条件情報に合致すると判定した場合に、この判定結果を制御部３２に出力す
る。
【００４７】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報が表示
終了条件に合致するか否かを判定する。
　表示終了条件は、表示情報の表示を終了すべき車両内外の状況に関する条件情報が設定
された情報である。
　表示情報の表示を終了すべき条件としては、例えば、車両のドアが開けられようとして
いる車両状態を伝えるべき歩行者が車両周辺に存在しなくなった場合などが挙げられる。
【００４８】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報と条件
ＤＢ３１ａに格納されている表示終了条件とを比較することで、車両内外の状況に関する
情報が、表示終了条件における車両内外の状況に関する条件情報に合致するか否かを判定
する。判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が、表示終了条件における車両内外の
状況に関する条件情報に合致すると判定した場合に、この判定結果を制御部３２に出力す
る。
【００４９】
　制御部３２は、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂを制御することにより、
判定部３１から入力した、１つまたは複数の表示開始条件に対応する１つまたは複数の表
示情報を、車外に表示させる。表示情報は、光パターン、アニメーションまたは画像の形
式で車外に表示される。
　制御部３２の機能は、ライト制御ＥＣＵ３ｂのプロセッサ３ｂ－１が、ＲＯＭ３ｂ－２
から読み出したプログラムを実行することにより実現される。
【００５０】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致
すると判定された場合、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂを制御して、車外
に表示されている情報の表示態様を変更する。
　例えば、制御部３２は、判定部３１から入力した、表示情報の変更後の表示態様を示す
情報に基づいて、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂを制御することで、表示
情報の表示態様を変更する。このとき、制御部３２は、変更前の表示態様を示す情報を、
ＲＯＭ３ｂ－２に記憶する。
【００５１】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致
すると判定された場合、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂを制御して、表示
態様を変更した情報を変更前の表示態様に戻す。
　例えば、制御部３２は、判定部３１から、車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件
に合致したという判定結果を入力すると、ＲＯＭ３ｂ－２に記憶しておいた変更前の表示



(14) JP 6523561 B1 2019.6.5

10

20

30

40

50

態様を示す情報に基づいて、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂを制御して、
表示情報を変更前の表示態様に戻す。
【００５２】
　また、制御部３２は、判定部３１から、車両内外の状況に関する情報が表示終了条件に
合致したという判定結果を入力した場合、ライトデバイス４ａおよびライトデバイス４ｂ
を制御して、表示情報の表示を終了する。
【００５３】
　次に動作について説明する。
　図３は、実施の形態１に係る照射方法を示すフローチャートである。
　まず、情報取得部３０が、車両内外の状況に関する情報を、全体制御ＥＣＵ２から取得
する（ステップＳＴ１）。
　車両内外の状況に関する情報は、車両デバイス１に含まれる各種センサおよび車輌機器
によって検出された情報である。
　例えば、車速情報、舵角情報、アクセル操作情報、ブレーキ操作情報、シフトレバー操
作情報、ウィンカー操作情報、ハザードスイッチ操作情報、ワイパー操作情報、ライトレ
バー操作情報、ドア開閉情報、ドライバの撮像情報、乗員着座情報、車両の加速度情報、
角速度情報、位置情報、経路情報、車両周辺の撮像情報、車両周辺の物体検出情報、車両
周辺の照度情報、ドアノブのタッチ情報およびシートベルト着脱情報がある。情報取得部
３０は、車両内外の状況に関する情報を判定部３１に出力する。
【００５４】
　判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報と条件
ＤＢ３１ａに格納されている表示開始条件とを比較することで、車両内外の状況に関する
情報が、表示開始条件における車両内外の状況に関する条件情報に合致したか否かを判定
する（ステップＳＴ２）。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が表示開始条件に合致したと判定した場合
（ステップＳＴ２；ＹＥＳ）、この表示開始条件に対応する車両状態の表示情報を、制御
部３２に出力する。
　一方、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示開始条件に合致しないと
判定された場合（ステップＳＴ２；ＮＯ）、ステップＳＴ１の処理が繰り返される。
　なお、判定部３１は、車両内外の状況に応じて、表示開始条件における条件の組み合わ
せを変更してもよい。例えば、判定部３１は、ワイパーセンサー１ｈによってワイパーが
作動していることが検出されている場合（雨が降っている場合）、路面表示に有効な照度
の条件を変化する。乾燥した場合、例えば、照度の条件を５０ルクス以上にするが、雨の
場合には、光の乱反射が起こるので、２０ルクスとする。判定部３１は、変更した条件と
車両内外の状況に関する情報とを比較して、車両内外の状況が表示開始条件に合致するか
否かを判定する。
【００５５】
　車両のドアが開けられようとしている車両状態に対応する表示開始条件には、車両内外
の状況に関する条件情報として、例えば、（１）から（１４）の条件が設定される。
　（１）車速度が０である。
　（２）アクセルペダルの操作量が０である。
　（３）ブレーキペダルが操作されている。
　（４）シフトレバーがパーキング位置である。
　（５）ハザードランプが点灯している。
　（６）ライトレバーが操作されている。
　（７）車両ドアが閉まった状態である。
　（８）車内の乗員が着座している。
　（９）車両の加速度が０である。
　（１０）停車可能な車両位置である。
　（１１）車両周辺に移動体（例えば、歩行者、自転車）が存在する。
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　（１２）路面表示に有効な照度である。
　（１３）車内で乗員がドアノブに手を触れている。
　（１４）ドアノブに手を触れている乗員のシートベルトが外れている。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１）から（１４）の全ての条件または
一部の条件に合致する場合、車両内外の状況に関する情報が、車両のドアが開けられよう
としている車両状態に対応する上記表示開始条件に合致したと判定する。
【００５６】
　車両が前進または後退しようとしている車両状態に対応する表示開始条件には、車両内
外の状況に関する条件情報として、例えば、（１ａ）から（８ａ）の条件が設定される。
　（１ａ）急停止できる車速度である。
　（２ａ）アクセルペダルが操作されている。
　（３ａ）シフトレバーがドライブ位置またはリバース位置である。
　（４ａ）ハザードランプが点灯している。
　（５ａ）ライトレバーが操作されている。
　（６ａ）前進または後退可能な車両位置である。
　（７ａ）車両周辺に移動体（例えば、歩行者、自転車）が存在する。
　（８ａ）路面表示に有効な照度である。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１ａ）から（８ａ）の全ての条件また
は一部の条件に合致する場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が前進または後退し
ようとしている車両状態に対応する上記表示開始条件に合致したと判定する。
【００５７】
　車両が右左折しようとしている車両状態に対応する表示開始条件には、車両内外の状況
に関する条件情報として、例えば、（１ｂ）から（８ｂ）の条件が設定される。
　（１ｂ）急停止できる車速度である。
　（２ｂ）アクセルペダルが操作されている。
　（３ｂ）シフトレバーがドライブ位置である。
　（４ｂ）ウィンカーが操作されている。
　（５ｂ）ライトレバーが操作されている。
　（６ｂ）右左折可能な車両位置である。
　（７ｂ）車両周辺に移動体（例えば、歩行者、自転車）が存在する。
　（８ｂ）路面表示が有効な照度である。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１ｂ）から（８ｂ）の全ての条件また
は一部の条件に合致する場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が右左折しようとし
ている車両状態に対応する上記表示開始条件に合致したと判定する。
【００５８】
　車両前方の横断を許可している車両状態に対応する表示開始条件には、車両内外の状況
に関する条件情報として、例えば、（１ｃ）から（９ｃ）の条件が設定される。
　（１ｃ）車速度が０または急停止できる速度である。
　（２ｃ）アクセルペダルの操作量が０である。
　（３ｃ）ブレーキペダルが操作されている。
　（４ｃ）シフトレバーがパーキング位置である。
　（５ｃ）ライトレバーが操作されている。
　（６ｃ）ドライバが車両前方を横断しようとしている歩行者を認識している。
　（７ｃ）歩行者が横断可能な車両位置である。
　（８ｃ）車両前方を横断しようとしている移動体（例えば、歩行者、自転車）が存在す
る。
　（９ｃ）路面表示に有効な照度である。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１ｃ）から（９ｃ）の全ての条件また
は一部の条件に合致する場合に、車両内外の状況に関する情報が、車両前方の横断を許可
している車両状態に対応する上記表示開始条件に合致したと判定する。
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【００５９】
　車両への乗車案内をしている車両状態に対応する表示開始条件には、車両内外の状況に
関する条件情報として、例えば、（１ｄ）から（５ｄ）の条件が設定される。
　（１ｄ）車速度が０または急停止できる速度である。
　（２ｄ）ライトレバーが操作されている。
　（３ｄ）乗車案内が可能な車両位置である。
　（４ｄ）乗車案内の対象者が存在する。
　（５ｄ）路面表示に有効な照度である。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１ｄ）から（５ｄ）の全ての条件また
は一部の条件に合致する場合に、車両内外の状況に関する情報が、車両への乗車案内をし
ている車両状態に対応する上記表示開始条件に合致したと判定する。
　なお、これまで表示開始条件の一例を示したが、車外に伝えるべき車両状態を示す条件
であれば、前述したもの以外の条件であっても表示開始条件になり得る。
【００６０】
　制御部３２は、判定部３１から入力した表示情報に基づいてライトデバイス４ａまたは
ライトデバイス４ｂを制御することにより、上記表示情報の車外への表示を開始する（ス
テップＳＴ３）。
　図４Ａは、車両１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知す
るための表示情報６ａを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図
４Ｂは、車両１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するた
めの表示情報６ｂを示す図であり、車両１００を後方から見た様子を示している。
　車両１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態に対応する表示開始条件に
おける車両内外の状況に関する条件情報には、例えば、図４Ａに示す表示情報６ａおよび
図４Ｂに示す表示情報６ｂの少なくとも一方が対応付けられる。
【００６１】
　図４Ａに示すように、表示情報６ａは、３つの光パターンで構成された扇形状の照射図
形のアニメーションであり、ライト４ａ２によって車両１００の左後部ドアの側方の路面
上に表示される。このアニメーションは、扇の要の位置にある光パターンから、最も端の
位置にある光パターンまで順点灯する照射図形である。アニメーションの扇形状は、左後
部ドアが開閉されたときに左後部ドアが移動する範囲に対応している。車両１００の後方
から側方に移動してきた歩行者は、車両１００の側方の路面上に表示された表示情報６ａ
を視認することで、左後部ドアが開けられることを把握でき、さらに、左後部ドアが開閉
されたときに左後部ドアが移動する範囲も把握することができる。
【００６２】
　図４Ｂに示すように、表示情報６ｂは、“ＤＯＯＲ　ＯＰＥＮ”というテキストの画像
であり、ライト４ｂ２によって車両１００のリアウィンドウに表示される。
　車両１００の後方から移動してきた歩行者は、車両１００のリアウィンドウに表示され
た表示情報６ｂを視認することで、左後部ドアが開けられることを把握することができる
。車両１００の左後部ドアの外側の様子は、ドライバが視認しにくい。
　そこで、実施の形態１では、表示情報６ａまたは表示情報６ｂを表示して、車外の移動
体（例えば、歩行者、自転車、他の車両）に車両１００の左後部ドアが開けられることを
注意喚起する。また、図４では、左後方のドアを例にしたが、左前方、右前方、右後方に
適用してもよく、表示内容は一例であるため、車両の形状などに応じて変更してもよい。
【００６３】
　図５Ａは、車両１００が前進しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報７ａ－１，７ａ－２を示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。
　図５Ｂは、車両１００が前進しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報７ｂを示す図であり、車両１００を後方から見た様子を示している。
　車両１００が前進しようとしている車両状態に対応する表示開始条件における車両内外
の状況に関する条件情報には、例えば、図５Ａに示す表示情報７ａ－１，７ａ－２および
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図５Ｂに示す表示情報７ｂの少なくとも一方が対応付けられる。
【００６４】
　図５Ａに示すように、表示情報７ａ－１，７ａ－２のそれぞれは、４つの光パターンで
構成された帯形状のアニメーションであり、ライト４ａ２によって車両１００の左前方と
右前方の路面上に表示される。このアニメーションでは、車両１００に近い位置にある光
パターンから順に点灯して車両１００から最も遠い位置にある光パターンが点灯した後に
全ての光パターンが消灯する一連の動作が繰り返される。アニメーションの帯形状は、車
両１００の移動方向に対応している。
　車両１００の前側方に移動してきた歩行者は、車両１００の側方の路面上に表示された
表示情報７ａ－１，７ａ－２を視認することで、車両１００が前進しようとしていること
を把握できる。なお、表示内容は一例であるため、車両の形状などに応じて変更してもよ
い。
【００６５】
　図５Ｂに示すように、表示情報７ｂは、車両１００の進行方向を示す矢印マークの画像
であり、ライト４ｂ２によって車両１００のフロントウィンドウに表示される。
　車両１００の前側方に移動してきた歩行者は、車両１００のフロントウィンドウに表示
された表示情報７ｂを視認することで、車両１００が前進しようとしていることを把握で
きる。
【００６６】
　図６Ａは、車両１００が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報８ａを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図６Ｂは、車両１
００が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報８ｂを示す図であ
り、車両１００を後方から見た様子を示している。
　車両１００が後退しようとしている車両状態に対応する表示開始条件における車両内外
の状況に関する条件情報には、例えば、図６Ａに示す表示情報８ａおよび図６Ｂに示す表
示情報８ｂの少なくとも一方が対応付けられる。
【００６７】
　図６Ａに示すように、表示情報８ａは、４つの光パターンで構成された矢印状のアニメ
ーションであり、ライト４ａ２によって車両１００の後方の路面上に表示される。このア
ニメーションでは、車両１００に近い位置にある光パターンから順に点灯して車両１００
から最も遠い位置にある光パターンが点灯した後に全ての光パターンが消灯する一連の動
作が繰り返される。アニメーションの矢印形状は、車両１００の移動方向に対応している
。
　車両１００の後方に移動してきた歩行者は、車両１００の後方の路面上に表示された表
示情報８ａを視認することで、車両１００が後退しようとしていることを把握できる。
【００６８】
　図６Ｂに示すように、表示情報８ｂは、車両１００の進行方向を示す矢印マークの画像
であり、ライト４ｂ２によって車両１００のリアウィンドウに表示される。
　車両１００の後方に移動してきた歩行者は、車両１００のリアウィンドウに表示された
表示情報８ｂを視認することで、車両１００が後退しようとしていることを把握できる。
なお、表示内容は一例であるため、車両の形状などに応じて変更してもよい。
【００６９】
　図７は、車両１００左折しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報９
を示す図であって、車両１００を上方から見た様子を示している。車両１００が左折しよ
うとしている車両状態を車外に通知するための表示開始条件における、車両内外の状況に
関する条件情報には、例えば、図７に示す表示情報９が対応付けられる。
　表示情報９は、車両１００の左折を注意喚起するマークの画像であり、図７に示すよう
に、ライト４ａ２によって車両１００の左後方の路面上に表示される。車両１００の後方
から側方に移動しようとする自転車の乗員は、車両１００の左後方の路面上に表示された
表示情報９を視認することで、車両１００が左折しようとしていることを把握できる。
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【００７０】
　図８Ａは、車両１００前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示
情報１０ａを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図８Ｂは、車
両１００前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示情報１０ｂを示
す図であり、車両１００を後方から見た様子を示している。
　車両１００の前方の横断を許可している車両状態に対応する表示開始条件における車両
内外の状況に関する条件情報には、例えば、図８Ａに示す表示情報１０ａおよび図８Ｂに
示す表示情報１０ｂの少なくとも一方が対応付けられる。
【００７１】
　図８Ａに示すように、表示情報１０ａは、車両１００の前方の道路を横切る方向の矢印
マークの画像であって、ライト４ａ２によって車両１００の左前方の路面上に表示される
。車両１００の左前方に移動してきた歩行者は、車両１００の左前方の路面上に表示され
た表示情報１０ａを視認することで、車両１００が前方の横断を許可していることを把握
できる。
【００７２】
　図８Ｂに示すように、表示情報１０ｂは、“おさきにどうぞ”というテキストの画像で
あり、ライト４ｂ２によって車両１００のフロントウィンドウに表示される。車両１００
の左前方に移動してきた歩行者は、車両１００のフロントウィンドウに表示された表示情
報１０ｂを視認することで、車両１００が前方の横断を許可していることを把握できる。
なお、表示内容は一例であるため、車両の形状などに応じて変更してもよい。
【００７３】
　図９Ａは、乗車案内をしている車両状態を車外に通知するための表示情報１１ａを示す
図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図９Ｂは、乗車案内をしている
車両状態を車外に通知するための表示情報１１ｂを示す図であり、車両１００を後方から
見た様子を示している。乗車案内をしている車両状態に対応する表示開始条件における車
両内外の状況に関する条件情報には、例えば、図９Ａに示す表示情報１１ａおよび図９Ｂ
に示す表示情報１１ｂの少なくとも一方が対応付けられる。
【００７４】
　図９Ａに示すように、表示情報１１ａは、３つの光パターンで構成された帯形状のアニ
メーションであり、ライト４ａ２によって車両１００の左側方の路面上に表示される。こ
のアニメーションでは、車両１００から遠い位置にある光パターンから順に点灯して車両
１００に最も近い位置にある光パターンが点灯した後に全ての光パターンが消灯する一連
の動作が繰り返される。アニメーションの帯形状は、車両１００への乗車方向に対応して
いる。車両１００の左側方に移動してきた歩行者は、車両１００の左側方の路面上に表示
された表示情報１１ａを視認することにより、車両１００が乗車案内していることを把握
できる。
【００７５】
　図９Ｂに示すように、表示情報１１ｂは、“ＷＥＬＣＯＭＥ”というテキストの画像で
あり、ライト４ｂ２によって車両１００のフロントウィンドウに表示される。
　車両１００の前方に移動してきた歩行者は、車両１００のフロントウィンドウに表示さ
れた表示情報１１ｂを視認することにより、車両１００が乗車案内していることを把握で
きる。なお、表示内容は一例であるため、車両の形状などに応じて変更してもよい。
【００７６】
　図３の説明に戻る。
　情報取得部３０は、車外に表示情報が表示されてからも、車両内外の状況に関する情報
を全体制御ＥＣＵ２から取得する（ステップＳＴ４）。情報取得部３０によって取得され
た車両内外の状況に関する情報は、判定部３１に出力される。
　次に、判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外の状況に関する情報
が表示終了条件に合致したか否かを判定する（ステップＳＴ５）。
　ここで、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示終了条件に合致しない



(19) JP 6523561 B1 2019.6.5

10

20

30

40

50

と判定された場合（ステップＳＴ５；ＮＯ）、ステップＳＴ６の処理に移行する。
　なお、車両内外の状況に関する情報が表示開始条件に合致しなくなった状況が表示終了
条件であってもよい。
【００７７】
　ステップＳＴ６において、判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外
の状況に関する情報と、条件ＤＢ３１ａに格納されている表示変更条件とを比較すること
で、車両内外の状況に関する情報が、表示変更条件における車両内外の状況に関する条件
情報に合致したか否かを判定する。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致したと判定した場合
（ステップＳＴ６；ＹＥＳ）、表示変更条件に対応する変更後の表示態様を示す情報を、
制御部３２に出力する。
　一方、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致しないと
判定された場合（ステップＳＴ６；ＮＯ）、ステップＳＴ４の処理に戻って、前述の処理
が繰り返される。
【００７８】
　車両のドアが開けられようとしている車両状態に対応する表示変更条件には、車両内外
の状況に関する条件情報として、例えば、（１Ａ）から（３Ａ）の条件が設定される。
　（１Ａ）表示情報が表示されてから、当該表示情報に対応するドアの第１の距離範囲（
表示情報の表示が開始されたときよりも近い距離範囲）内に移動体（例えば、歩行者、自
転車、他の車両）が接近した。
　（２Ａ）表示情報が表示されてから、当該表示情報に対応するドアの第２の距離範囲（
第１の距離範囲よりも近い距離範囲）内に移動体が接近した。
　（３Ａ）表示情報が表示されてから、当該表示情報に対応するドアの第３の距離範囲（
第２の距離範囲よりも近い距離範囲）内に移動体が接近した。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１Ａ）から（３Ａ）の条件に合致する
場合、車両内外の状況に関する情報が、車両のドアが開けられようとしている車両状態に
対応する表示変更条件に合致したと判定する。
【００７９】
　車両が前進または後退しようとしている車両状態に対応する表示変更条件には、車両内
外の状況に関する条件情報として、例えば、（１Ｂ）から（３Ｂ）の条件が設定される。
　（１Ｂ）表示情報が表示されてから、車両の前方または後方の第１の距離範囲内に移動
体（例えば、歩行者、自転車、他の車両）が接近した。
　（２Ｂ）表示情報が表示されてから、車両の前方または後方の第２の距離範囲内に移動
体が接近した。
　（３Ｂ）表示情報が表示されてから、車両の前方または後方の第３の距離範囲内に移動
体が接近した。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１Ｂ）から（３Ｂ）の条件に合致する
場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が前進または後退しようとしている車両状態
に対応する表示変更条件に合致したと判定する。
【００８０】
　車両が右左折しようとしている車両状態に対応する表示変更条件には、車両内外の状況
に関する条件情報として、例えば、（１Ｃ）から（３Ｃ）の条件が設定される。
　（１Ｃ）表示情報が表示されてから、車両の右後方または左後方の第１の距離範囲内に
移動体（例えば、歩行者、自転車、他の車両）が接近した。
　（２Ｃ）表示情報が表示されてから、車両の右後方または左後方の第２の距離範囲内に
移動体が接近した。
　（３Ｃ）表示情報が表示されてから、車両の右後方または左後方の第３の距離範囲内に
移動体が接近した。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１Ｃ）から（３Ｃ）の条件に合致する
場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が前進または後退しようとしている車両状態
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に対応する表示変更条件に合致したと判定する。
【００８１】
　車両前方の横断を許可している車両状態に対応する表示変更条件には、車両内外の状況
に関する条件情報として、例えば、（１Ｄ）から（３Ｄ）の条件が設定される。
　（１Ｄ）表示情報が表示されてから、車両の前方の第１の距離範囲内に移動体（例えば
、歩行者、自転車、他の車両）が接近した。
　（２Ｄ）表示情報が表示されてから、車両の前方の第２の距離範囲内に移動体が接近し
た。
　（３Ｄ）表示情報が表示されてから、車両の前方の第３の距離範囲内に移動体が接近し
た。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１Ｄ）から（３Ｄ）の条件に合致する
場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が前進または後退しようとしている車両状態
に対応する表示変更条件に合致したと判定する。
【００８２】
　車両への乗車案内をしている車両状態に対応する表示変更条件には、車両内外の状況に
関する条件情報として、例えば、（１Ｅ）から（３Ｅ）の条件が設定される。
　（１Ｅ）表示情報が表示されてから、乗車案内の対象者が乗車箇所の第１の距離範囲内
に接近した。
　（２Ｅ）表示情報が表示されてから、乗車案内の対象者が乗車箇所の第２の距離範囲内
に移動体が接近した。
　（３Ｅ）表示情報が表示されてから、乗車案内の対象者が乗車箇所の第３の距離範囲内
に移動体が接近した。
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が（１Ｅ）から（３Ｅ）の条件に合致する
場合、車両内外の状況に関する情報が、車両が前進または後退しようとしている車両状態
に対応する表示変更条件に合致したと判定する。
　なお、これまで表示変更条件の一例を示したが、表示情報の表示態様を変更すべき状況
を示す条件であれば、前述したもの以外の条件であっても表示変更条件になり得る。
【００８３】
　制御部３２は、判定部３１から入力した上記表示変更条件に対応する変更後の表示態様
を示す情報に基づいて、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御することに
より、表示情報の表示態様を変更する（ステップＳＴ７）。
　表示情報がアニメーションである場合、制御部３２は、アニメーションの光パターンの
色、明るさ、照射位置および照射状態の変化速度のうちの少なくとも一つを変更する。
　表示情報が画像である場合、制御部３２は、画像の形状、色、明るさ、大きさ、表示位
置、表示タイミングおよび表示時間のうちの少なくとも一つを変更する。
　なお、制御部３２は、表示情報の表示態様を変更すると、この表示情報の変更前の表示
態様を記憶する。記憶した表示態様は、表示復帰処理に使用される。
　また、表示情報の表示態様の変更に合わせて車外に音を出力してもよい。
　例えば、制御部３２が、表示情報の表示態様の変更に合わせて車外スピーカから音を出
力するように全体制御ＥＣＵ２に指示する。全体制御ＥＣＵ２は、制御部３２からの指示
に従って車外スピーカから音を出力させる。車外スピーカから出力する音の態様は、変更
後の表示態様ごとに変更してもよい。なお、音の態様には、音量、周波数特性、ピッチ、
テンポ、車外スピーカの位置などがある。
【００８４】
　表示変更条件には、車両状態の表示情報と、この表示情報を変更すべき車両内外の状況
に関する条件情報と、表示情報の変更後の表示態様を示す情報とがまとめられている。
　車両１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態に対応する表示変更条件に
おいて、例えば、図４Ａに示した表示情報６ａおよび図４Ｂに示した表示情報６ｂには、
（１Ａ）から（３Ａ）の条件ごとの変更後の表示態様が対応付けられる。
【００８５】
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　条件（１Ａ）は、表示情報６ａまたは表示情報６ｂが表示されてから、表示情報６ａに
対応する左後部ドアの第１の距離範囲内に移動体が接近したという状況を示している。
　条件（１Ａ）には、例えば、表示情報６ａの光パターンの点滅速度を変更前よりも速く
した表示態様を対応付けておき、表示情報６ｂのテキストの大きさを変更前よりも大きく
した表示態様を対応付けておく。
【００８６】
　制御部３２は、条件（１Ａ）に対応する変更後の表示態様に基づいて、ライトデバイス
４ａまたはライトデバイス４ｂを制御することで、表示情報６ａの光パターンの点滅速度
を速くする、または、表示情報６ｂのテキストを大きくする。
　条件（１Ａ）が示す状況では、歩行者などの移動体が、表示情報６ａまたは表示情報６
ｂの表示が開始されたときよりも左後部ドアに接近している。
　そこで、車両内外の状況が条件（１Ａ）に合致する場合、表示情報６ａの光パターンの
点滅速度を速くするか、表示情報６ｂのテキストを大きくする。
　これにより、表示情報６ａまたは表示情報６ｂが強調されるので、歩行者などから視認
しやすくなって左後部ドアが開けられることを的確に伝えることができる。
【００８７】
　条件（２Ａ）は、表示情報６ａまたは表示情報６ｂが表示されてから、左後部ドアの第
２の距離範囲内に移動体が接近したという状況を示している。第２の距離範囲は、第１の
距離範囲よりもドアに近い距離範囲である。
　条件（２Ａ）には、例えば、表示情報６ａの光パターンの点滅速度を条件（１Ａ）より
も速くし、さらに光パターンの色を黄色などの注意色とした表示態様を対応付けておき、
表示情報６ｂのテキストの大きさを条件（１Ａ）よりも大きくし、文字色を注意色とした
表示態様を対応付けておく。
【００８８】
　制御部３２は、条件（２Ａ）に対応する変更後の表示態様に基づいて、ライトデバイス
４ａまたはライトデバイス４ｂを制御することで、表示情報６ａの光パターンの点滅速度
を速くし、光パターンの色を注意色に変更する、または、表示情報６ｂのテキストを大き
くし、文字色を注意色に変更する。
　条件（２Ａ）が示す状況では、歩行者などの移動体が、条件（１Ａ）が示す状況よりも
左後部ドアに接近している。
　そこで、車両内外の状況が条件（２Ａ）に合致する場合に、表示情報６ａの光パターン
の点滅速度を速くして光パターンの色を注意色に変更するか、表示情報６ｂのテキストを
大きくして文字色を注意色に変更する。
　これにより、表示情報６ａまたは表示情報６ｂがさらに強調されるので、歩行者などか
ら視認しやすくなって左後部ドアが開けられることを的確に伝えることができる。
【００８９】
　条件（３Ａ）は、表示情報６ａまたは表示情報６ｂが表示されてから、左後部ドアの第
３の距離範囲内に移動体が接近したという状況を示している。第３の距離範囲は、第２の
距離範囲よりもドアに近い距離範囲である。
　条件（３Ａ）には、例えば、表示情報６ａの光パターンの点滅速度を条件（２Ａ）より
も速くし、さらに光パターンの色を赤色などの警告色とした表示態様を対応付けておき、
表示情報６ｂのテキストの大きさを条件（２Ａ）よりも大きくし、文字色を警告色とした
表示態様を対応付けておく。
【００９０】
　制御部３２は、条件（３Ａ）に対応する変更後の表示態様に基づいて、ライトデバイス
４ａまたはライトデバイス４ｂを制御することで、表示情報６ａの光パターンの点滅速度
をさらに速くし、光パターンの色を警告色に変更する、または、表示情報６ｂのテキスト
の大きさをさらに大きくし、文字色を警告色に変更する。
　条件（３Ａ）が示す状況では、歩行者などの移動体が、条件（２Ａ）が示す状況よりも
左後部ドアに接近している。
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　そこで、車両内外の状況が条件（３Ａ）に合致する場合に、表示情報６ａの光パターン
の点滅速度を速くして光パターンの色を警告色に変更するか、表示情報６ｂのテキストを
大きくして文字色を警告色に変更する。
　これにより、表示情報６ａまたは表示情報６ｂがさらに強調されるので、歩行者などか
ら視認しやすくなって左後部ドアが開けられることを的確に伝えることができる。
【００９１】
　これまで、車両１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知す
るための表示情報６ａ，６ｂの表示態様を変更する場合を示したが、制御部３２は、車両
が前進または後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報７ａ－１，
７ａ－２，７ｂ，８ａ，８ｂ、車両が右左折しようとしている車両状態を車外に通知する
ための表示情報９、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示
情報１０ａ，１０ｂおよび車両への乗車案内をしている車両状態を車外に通知するための
表示情報１１ａ，１１ｂにおいても、同様に表示態様を変更してもよい。これにより、こ
れらの表示情報が示す車両状態を、車外の対象者に的確に伝えることが可能となる。
【００９２】
　これまで、車外の移動体（歩行者、自転車、他の車両）と車両との距離（第１～第３の
距離範囲）に応じた表示変更条件を示したが、実施の形態１では、車両周辺の上記移動体
の位置、移動方向、車両と上記移動体との距離および移動速度のうちの少なくとも一つに
応じた表示変更条件を設定してもよい。
【００９３】
　例えば、判定部３１が、情報取得部３０によって取得された、車両周辺の上記移動体の
位置、移動方向、車両と上記移動体との距離、および移動速度のうちの少なくとも一つが
上記表示変更条件に合致するか否かを判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって上記移動体の位置、移動方向、車両と上記移動体と
の距離、および移動速度のうちの少なくとも一つが上記表示変更条件に合致すると判定さ
れた場合に、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御することで、１つまた
は複数の表示情報の表示態様を変更する。
　このように構成しても、車両内外の状況に応じて表示情報の表示態様が変更されて車外
の対象者に的確に伝えることができる。
【００９４】
　情報取得部３０は、表示情報の表示態様が変更されてからも、車両内外の状況に関する
情報を全体制御ＥＣＵ２から取得する（ステップＳＴ８）。情報取得部３０によって取得
された車両内外の状況に関する情報は、判定部３１に出力される。
　ステップＳＴ９において、判定部３１は、情報取得部３０によって取得された車両内外
の状況に関する情報と、条件ＤＢ３１ａに格納されている表示復帰条件とを比較すること
で、車両内外の状況に関する情報が、表示復帰条件における車両内外の状況に関する条件
情報に合致したか否かを判定する。
　例えば、車両のドアが開けられようとしている車両状態の表示情報（アニメーション）
を表示しているときに車内センサ（例えば、ドアノブセンサ１ｔ）が反応しなかった場合
は、アニメーションの表示態様を変更（表示の強さを弱くする）し、再度、車内センサが
反応して復帰させる場合には、アニメーションを点滅させる（強い注意喚起をして復帰す
る）。
【００９５】
　判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致しないと判定した場
合（ステップＳＴ９；ＮＯ）、ステップＳＴ８の処理に戻る。これにより、前述の処理が
繰り返される。
　一方、判定部３１は、車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致したと判定し
た場合（ステップＳＴ９；ＹＥＳ）、この判定結果を示す情報を制御部３２に出力する。
制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が表示復帰条件に合致し
たと判定されると、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、表示情報
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の表示態様を元に戻す（ステップＳＴ１０）。これによって、表示情報は、変更前の表示
態様で車外に表示される。この後、ステップＳＴ４の処理に戻り、車両内外の状況が表示
終了条件に合致するまで、前述した一連の処理が繰り返される。
　なお、ステップＳＴ１０の処理が完了してから、ステップＳＴ３の表示に戻る前に、例
えば、ステップＳＴ３においてアニメーションの点滅が２秒に１回であり、ステップＳＴ
７におけるアニメーションの点滅が１秒に１回であるとき、１秒に２回点滅する動作を行
う。つまり、ステップＳＴ３およびステップＳＴ７とは異なる表示態様とする処理を追加
してもよい。この点滅動作は一例であって、自由に設定できるものとする。
【００９６】
　例えば、表示情報６ａの表示復帰条件として、移動体が左後部ドアから離れて第１の距
離範囲を超えた状況（ａ）、移動体が左後部ドアから離れて第２の距離範囲を超えた状況
（ｂ）、および移動体が左後部ドアから離れて第３の距離範囲を超えた状況（ｃ）を設定
する。判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件の状況（ｃ）に合致したと判定
された場合、制御部３２は、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、
表示情報６ａまたは表示情報６ｂの表示態様を、条件（３Ａ）に基づく変更の前の状態に
戻す。これにより、表示情報６ａの光パターンが変更前の点滅速度に戻り、光パターンの
色も警告色から注意色に戻る。表示情報６ｂのテキストが変更前の大きさに戻り、文字色
も警告色から注意色に戻る。
【００９７】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件の状況（ｂ）に合致
したと判定された場合に、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、表
示情報６ａまたは表示情報６ｂの表示態様を、条件（２Ａ）に基づく変更の前の状態に戻
す。これにより、表示情報６ａの光パターンが変更前の点滅速度に戻り、光パターンの色
も注意色から、表示情報６ａの表示が開始されたときの色に戻る。表示情報６ｂのテキス
トが変更前の大きさに戻り、文字色も注意色から、表示情報６ｂの表示が開始されたとき
の色に戻る。
【００９８】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件の状況（ａ）に合致
したと判定された場合に、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、表
示情報６ａまたは表示情報６ｂの表示態様を、条件（１Ａ）に基づく変更の前の状態に戻
す。これにより、表示情報６ａの光パターンが、表示情報６ａの表示が開始されたときの
点滅速度に戻る。表示情報６ｂのテキストが、表示情報６ｂの表示が開始されたときの大
きさに戻る。
【００９９】
　ステップＳＴ１０の処理が完了すると、ステップＳＴ４の処理に戻って、前述の処理が
繰り返される。前述の処理において、判定部３１によって車両内外の状況に関する情報が
上記表示終了条件に合致すると判定された場合（ステップＳＴ５；ＹＥＳ）、制御部３２
は、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、表示情報の表示を終了す
る（ステップＳＴ１１）。これにより、図３に示した一連の処理が終了する。
【０１００】
　車両に設けられた複数の車外センサ１ｒによって車両周辺に複数のセンシングエリアが
ある場合、これらのセンシングエリアにおける移動体の検出状況に応じて表示情報を表示
し、表示態様を変更してもよい。
　図１０Ａは、複数の車外センサ１ｒのセンシングエリアを示す図であり、車両１００を
上方から見た様子を示している。図１０Ｂは、図１０Ａのセンシングエリアのうち、車両
１００の左後部ドアが開けられようとしている車両状態において着目されるセンシングエ
リアを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。
　図１０Ａに示すように、車両１００の前方には、センシングエリアＡ～Ｄがあり、後方
には、センシングエリアａ～ｄがある。
　車外センサ１ｒとしては、例えば、車両１００に設けられたコーナーセンサが挙げられ
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る。ただし、車外センサ１ｒは、ライダーセンサであってもよく、車外センサ１ｒの代わ
りに、車外カメラ１ｑでセンシングエリアＡ～Ｄ，ａ～ｄを実現してもよい。
【０１０１】
　表示情報６ａの表示開始条件として、センシングエリアＡで移動体（歩行者、自転車）
が検出された状況を設定し、表示情報６ａの表示変更条件として、センシングエリアａで
移動体が検出された状況を設定し、表示情報６ａの表示復帰条件として、センシングエリ
アａで上記移動体が一定時間検出されなかった状況を設定してもよい。
　判定部３１は、センシングエリアＡで歩行者が検出されると、車両内外の状況が表示開
始条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示
開始条件に合致したと判定されると、図１０Ｂに示すように、表示情報６ａの表示を開始
する。
【０１０２】
　表示情報６ａが表示されてから、センシングエリアａで歩行者が検出されると、判定部
３１は、車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３
１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定されると、表示情報６ａの表
示態様を変更する。
【０１０３】
　表示情報６ａの表示態様が変更されてから、センシングエリアａで歩行者が一定時間検
出されなかった場合に、判定部３１は、車両内外の状況が表示復帰条件に合致したと判定
する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件に合致したと判
定されると、表示情報６ａの表示態様を変更前に戻す。
【０１０４】
　また、表示情報６ａの表示開始条件としてセンシングエリアａで移動体が検出された状
況を設定し、表示情報６ａの表示終了条件としてセンシングエリアａで移動体が一定時間
検出されなかった状況を設定してもよい。
　センシングエリアａで歩行者が検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示開
始条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示
開始条件に合致したと判定されると、図１０Ｂに示すように、表示情報６ａの表示を開始
する。
【０１０５】
　センシングエリアａで歩行者が一定時間検出されなかった場合、判定部３１は、車両内
外の状況が表示終了条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両
内外の状況が表示終了条件に合致したと判定されると、表示情報６ａの表示を終了する。
【０１０６】
　表示情報６ａの表示開始条件としてセンシングエリアａで移動体が検出された状況を設
定し、表示情報６ａの表示終了条件としてセンシングエリアＡで移動体が検出された状況
を設定してもよい。
　センシングエリアａで歩行者が検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示開
始条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示
開始条件に合致したと判定されると、表示情報６ａの表示を開始する。
【０１０７】
　歩行者が移動してセンシングエリアＡで検出されると、判定部３１は、車両内外の状況
が表示終了条件に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状
況が表示終了条件に合致したと判定されると、表示情報６ａの表示を終了する。
【０１０８】
　なお、これまで左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための
表示情報６ａについて説明したが、表示情報６ｂについても同様に表示の開始、表示態様
の変更、復帰、表示の終了を行ってもよい。
　また、車両が前進または後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報７ａ－１，７ａ－２，７ｂ，８ａ，８ｂ、車両が右左折しようとしている車両状態を車
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外に通知するための表示情報９、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知す
るための表示情報１０ａ，１０ｂおよび車両への乗車案内をしている車両状態を車外に通
知するための表示情報１１ａ，１１ｂについても同様に、表示の開始、表示態様の変更、
復帰、表示の終了を行ってもよい。
【０１０９】
　また、表示情報の表示変更条件として、車両周辺の照度が閾値を超えた状況を設定し、
表示情報の表示復帰条件として、車両周辺の照度が上記閾値以下になって一定時間が経過
した状況を設定してもよい。
　例えば、表示情報が表示されてから、照度センサ１ｓによって車両周辺の照度が閾値を
超えたことが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示変更条件に合致したと
判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致した
と判定されると、表示情報の表示態様を変更する。
【０１１０】
　変更後の表示態様は、閾値を超えた照度においても表示情報を視認可能な表示態様であ
るものとする。例えば、表示情報がアニメーションであれば、閾値を超えた照度において
も視認可能となるように、光パターンの色または明るさを変更する。また、表示情報が画
像である場合、閾値を超えた照度においても視認可能となるように、画像の形状、色、明
るさ、大きさを変更する。
【０１１１】
　表示情報の表示態様が変更されてから、照度センサ１ｓによって車両周辺の照度が閾値
以下になって一定時間が経過したことが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が
表示復帰条件に合致したと判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件に合致したと判定さ
れると、表示情報の表示態様を変更前に戻す。
【０１１２】
　また、車両内外の状況に応じて複数の表示情報を車外の複数箇所に表示してもよい。
　例えば、ドアが開けられる車両状態を通知するための表示情報の他に、車両内外の状況
に応じて新たな車両状態の表示情報を追加することで、より正確な注意喚起を行う。これ
によって、例えば、歩行者が１人または２人であるときでも、適切な注意喚起が行えるよ
うになる。
　図１１は、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための複数
の表示情報を示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図１１におい
て、車両１００の前方には、図１０Ａと同様に、センシングエリアＡ～Ｄがあり、後方に
は、センシングエリアａ～ｄがあるものとする。
【０１１３】
　例えば、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報６ａの表示開始条件（ａ）として、センシングエリアａで移動体（歩行者、自転車、他
の車両）が検出された状況を設定する。
　車両１００の右前方から接近している移動体に対して、車両１００の後方から左前方へ
移動している移動体を注意喚起する表示情報９ｂの表示開始条件（ｂ）として、センシン
グエリアＤで移動体が検出され、さらに、センシングエリアａまたはセンシングエリアＡ
で移動体が検出された状況を設定する。
　同様に、車両１００の後方から左前方へ移動している移動体に対して、車両１００の右
前方から接近している移動体を注意喚起する表示情報９ａの表示開始条件（ｃ）として、
センシングエリアａまたはセンシングエリアＡで移動体が検出され、さらに、センシング
エリアＤで移動体が検出された状況を設定する。
【０１１４】
　センシングエリアａで歩行者２００ａが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況
が表示開始条件（ａ）に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によって車両内
外の状況が表示開始条件（ａ）に合致したと判定されると、図１１に示すように、表示情
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報６ａの表示を開始する。
　一方、センシングエリアａまたはセンシングエリアＡで歩行者２００ａが検出され、さ
らに、センシングエリアＤで歩行者２００ｂが検出された場合、歩行者２００ａと歩行者
２００ｂとが出会いがしらにぶつかる可能性がある。
【０１１５】
　そこで、センシングエリアａまたはセンシングエリアＡで歩行者２００ａが検出され、
センシングエリアＤで歩行者２００ｂが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が
表示開始条件（ｂ）および（ｃ）に合致したと判定する。制御部３２は、判定部３１によ
って車両内外の状況が表示開始条件（ｂ）および（ｃ）に合致したと判定された場合、図
１１に示すように、表示情報９ａおよび表示情報９ｂの表示を開始する。
　これにより、歩行者２００ａに対しては、表示情報９ａによって歩行者２００ｂが注意
喚起され、歩行者２００ｂに対しては、表示情報９ｂによって歩行者２００ａが注意喚起
される。
【０１１６】
　また、車両周辺に存在する移動体同士の移動状況に応じて複数の表示情報の表示態様を
変更してもよい。
　例えば、表示情報９ａの表示変更条件として、センシングエリアＤで移動体が車両１０
０の一定距離範囲内に接近したことが検出された状況を設定する。
　表示情報９ｂの表示変更条件として、センシングエリアａで移動体が検出されてから、
センシングエリアＡで移動体が検出された状況を設定する。
　センシングエリアＤで歩行者２００ｂが車両１００の一定距離範囲内に接近したことが
検出され、センシングエリアａで歩行者２００ａが検出されてから、センシングエリアＡ
で歩行者２００ａが検出された場合、歩行者２００ａと歩行者２００ｂとがより接近して
いることが予想される。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定さ
れた場合、表示情報９ａおよび表示情報９ｂのそれぞれの表示態様をより強調したものに
変更する。これにより、歩行者２００ａに対して歩行者２００ｂを的確に注意喚起するこ
とができ、歩行者２００ｂに対して歩行者２００ａを的確に注意喚起することができる。
【０１１７】
　図１２Ａは、車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示情報
１０ａを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図１２Ｂは、歩行
者２００ｃと新たに接近してきた車両３００との両方に注意喚起する表示情報９ｄ，９ｃ
を示す図であって、車両１００を上方から見た様子を示している。
　図１２Ａおよび図１２Ｂにおいて、車両１００の前方には、図１０Ａと同様に、センシ
ングエリアＡ～Ｄがあり、後方には、センシングエリアａ～ｄがあるものとする。
【０１１８】
　車両前方の横断を許可している車両状態を車外に通知するための表示情報１０ａの表示
開始条件（ａ１）として、例えば、センシングエリアＡで移動体（歩行者、自転車、他の
車両）が検出された状況を設定する。
　車両１００の後方から右前方へ移動している移動体に対して、車両１００の左側から右
前方へ移動している移動体を注意喚起する表示情報９ｃの表示開始条件（ｂ１）として、
センシングエリアｄで移動体が検出され、さらにセンシングエリアＣで移動体が検出され
た状況を設定する。
　車両１００の左側から右前方へ移動している移動体に対して、車両１００の後方から右
前方へ移動している移動体を注意喚起する表示情報９ｄの表示開始条件（ｃ１）として、
センシングエリアＣで移動体が検出され、さらにセンシングエリアｄで移動体が検出され
た状況を設定する。
【０１１９】
　センシングエリアＡで歩行者２００ｃが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況
が表示開始条件（ａ１）に合致したと判定する。
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　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示開始条件（ａ１）に合致した
と判定されると、図１２Ａに示すように、表示情報１０ａの表示を開始する。
　一方、センシングエリアＣで歩行者２００ｃが検出され、さらにセンシングエリアｄで
車両３００が検出された場合、歩行者２００ｃと車両３００がぶつかる可能性がある。
【０１２０】
　そこで、センシングエリアＣで歩行者２００ｃが検出され、センシングエリアｄで車両
３００が検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示開始条件（ｂ１）および（
ｃ１）に合致したと判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示開始条件（ｂ１）および（ｃ
１）に合致したと判定されると、図１１に示すように、表示情報９ｃおよび表示情報９ｄ
の表示を開始する。これにより、車両３００のドライバに対しては、表示情報９ｃによっ
て歩行者２００ｃが注意喚起され、歩行者２００ｃに対しては、表示情報９ｄによって車
両３００が注意喚起される。
【０１２１】
　また、表示情報９ｄの表示変更条件として、例えば、センシングエリアｄで車両１００
の一定距離範囲内に移動体が接近したことが検出された状況を設定する。
　センシングエリアｄで車両１００の一定距離範囲内に車両３００が接近したことが検出
された場合、歩行者２００ｃと車両３００がより接近していることが予想される。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が上記表示変更条件に合致したと判
定された場合、表示情報９ｄの表示態様をより強調したものに変更する。
　これにより、歩行者２００ｃに対して車両３００の接近をより的確に注意喚起すること
ができる。
【０１２２】
　実施の形態１に係る照射装置３は、車両周辺に複数のセンシングエリアがある場合に、
これらのセンシングエリアでの移動体の検出状況に応じて表示情報の表示位置を変更して
もよい。
　図１３Ａは、複数のセンシングエリアのうち、車両１００が後退しようとしている車両
状態で着目されるセンシングエリアを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示
している。図１３Ｂは、車両後方の歩行者の移動に応じて表示情報の表示位置が変更され
る様子を示す図であり、車両１００を後方から見た様子を示している。
　図１３Ａおよび図１３Ｂにおいて、車両１００の前方には、図１０Ａと同様に、センシ
ングエリアＡ～Ｄがあり、後方には、センシングエリアａ～ｄがあるものとする。
【０１２３】
　図１に示したライト４ａ２は、図１３Ａおよび図１３Ｂに示す車両１００の後方のセン
シングエリアａ～ｄのそれぞれに対応する路面上の領域に表示情報を表示する。
　また、図１に示したライト４ｂ２は、車両１００のリアウィンドウの領域ａａ，ｂｂ，
ｃｃ，ｄｄのそれぞれに表示情報を表示する。
　なお、リアウィンドウの領域ａａは、センシングエリアａに対応し、リアウィンドウの
領域ｂｂは、センシングエリアｂに対応し、リアウィンドウの領域ｃｃは、センシングエ
リアｃに対応し、リアウィンドウの領域ｄｄは、センシングエリアｄに対応する。
【０１２４】
　例えば、車両１００が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情報
の表示開始条件として、センシングエリアａ～ｄのうち、移動体（歩行者、自転車、他の
車両）が検出された状況を設定する。
　センシングエリアａで歩行者２００ｄが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況
が上記表示開始条件に合致したと判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示開始条件に合致したと判定さ
れた場合、歩行者２００ｄを検出したセンシングエリアａの隣のセンシングエリアｂ（歩
行者２００ｄの移動方向の隣にあるセンシングエリア）を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、図１３Ｂに示すように、特定したセン
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シングエリアｂに対応する路面上の領域に表示情報の表示を開始する。
　また、制御部３２は、ライトデバイス４ｂを制御して、図１３Ｂに示すように、センシ
ングエリアｂに対応するリアウィンドウの領域ｂｂに表示情報の表示を開始してもよい。
【０１２５】
　例えば、表示情報の表示変更条件として、センシングエリアａ～ｄのうち、表示情報を
表示したときに移動体を検出したセンシングエリアの隣のセンシングエリアで移動体が検
出された状況を設定する。
　センシングエリアａに続いてセンシングエリアｂで歩行者２００ｄが検出されると、判
定部３１は、車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定さ
れた場合、歩行者２００ｄを検出したセンシングエリアｂの隣のセンシングエリアｃ（歩
行者２００ｄの移動方向の隣にあるセンシングエリア）を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、特定したセンシングエリアｃに対応す
る路面上の領域に表示情報の表示位置を変更する。
　また、制御部３２は、ライトデバイス４ｂを制御して、センシングエリアｃに対応する
リアウィンドウの領域ｃｃに表示情報の表示位置を変更してもよい。
　このように複数のセンシングエリアでの移動体の検出状況に応じて表示情報の表示位置
が変更される。
【０１２６】
　表示情報の表示復帰条件として、センシングエリアａ～ｄのうち、既に移動体を検出し
たセンシングエリアで再び移動体が検出された状況を設定してもよい。
　例えば、センシングエリアｃに続いてセンシングエリアｂで歩行者２００ｄが再び検出
されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示復帰条件に合致したと判定する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示復帰条件に合致したと判定さ
れた場合、歩行者２００ｄを検出したセンシングエリアｂの隣のセンシングエリアａ（歩
行者２００ｄの移動方向の隣にあるセンシングエリア）を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、特定したセンシングエリアａに対応す
る路面上の領域に表示情報の表示位置を変更する。
　また、制御部３２は、ライトデバイス４ｂを制御して、センシングエリアａに対応する
リアウィンドウの領域ａａに表示情報の表示位置を変更してもよい。
　このように複数のセンシングエリアでの移動体の検出状況に応じて表示情報の表示位置
が変更前に戻される。これにより、移動体の検出状況に応じて適切な注意喚起を行うこと
ができる。
【０１２７】
　実施の形態１に係る照射装置３は、車両周辺の移動体の移動速度、移動方向および移動
体と車両との距離に応じて表示情報の表示位置を変更してもよい。
　図１４Ａは、車両１００に近い位置に存在する歩行者２００ｅに対する表示情報の例を
示す図であって、車両１００を上方から見た様子を示している。図１４Ｂは、車両１００
から遠い位置に存在する自転車に対する表示情報の例を示す図であり、車両１００を上方
から見た様子を示している。図１４Ａおよび図１４Ｂにおいて、車両１００の前方には、
図１０Ａと同様に、センシングエリアＡ～Ｄがあり、後方には、センシングエリアａ～ｄ
があるものとする。
【０１２８】
　例えば、車両１００の左後部ドアについて注意喚起を促す表示情報９の表示開始条件と
して、左後部ドアが開けられようとしている車両状態に対応する表示情報６ａが表示され
ており、かつセンシングエリアａで車両周辺の移動体が検出された状況を設定する。
　表示情報９の表示変更条件として、センシングエリアａで検出された車両周辺の移動体
の移動方向に車両１００が存在し、この移動体の移動速度が複数の速度範囲のいずれかで
あり、移動体と車両１００との距離が複数の距離範囲のいずれかである状況を設定する。
【０１２９】
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　表示情報６ａが表示されてから、センシングエリアａで歩行者２００ｅあるいは自転車
２００ｆが検出された場合、判定部３１は、車両内外の状況が表示開始条件に合致したと
判定する。このとき、判定部３１は、表示開始条件に対応する表示情報９に加えて、情報
取得部３０によって取得された、歩行者２００ｅまたは自転車２００ｆの移動方向、移動
速度および車両１００との距離を制御部３２に出力する。
【０１３０】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示開始条件に合致したと判定さ
れた場合、歩行者２００ｅまたは自転車２００ｆの移動方向、移動速度および車両１００
との距離に基づいて、歩行者２００ｅまたは自転車２００ｆの位置を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、特定した歩行者２００ｅまたは自転車
２００ｆの位置付近に、表示情報９の表示を開始する。
【０１３１】
　表示情報９が表示されてから、歩行者２００ｅの移動方向に車両１００が存在し、歩行
者２００ｅの移動速度が複数の速度範囲のいずれかであり、歩行者２００ｅと車両１００
との距離が複数の距離範囲のいずれかである場合、判定部３１は、車両内外の状況が表示
変更条件に合致したと判定する。このとき、判定部３１は、情報取得部３０によって取得
された、歩行者２００ｅの移動方向、移動速度および車両１００との距離を、制御部３２
に出力する。
【０１３２】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定さ
れた場合、歩行者２００ｅの移動方向、移動速度および車両１００との距離に基づいて、
歩行者２００ｅの位置を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、図１４Ａに示すように、特定した歩行
者２００ｅの位置付近に、表示情報９の表示位置を変更する。
　このように歩行者２００ｅの移動速度、移動方向、および車両１００との距離に応じて
表示情報９を表示することで、歩行者２００ｅに対して車両１００の左後部ドアが開けら
れることを的確に注意喚起することができる。
【０１３３】
　表示情報９が表示されてから、自転車２００ｆの移動方向に車両１００が存在し、自転
車２００ｆの移動速度が複数の速度範囲のいずれかであり、自転車２００ｆと車両１００
との距離が複数の距離範囲のいずれかである場合、判定部３１は、車両内外の状況が表示
変更条件に合致したと判定する。このとき、判定部３１は、情報取得部３０によって取得
された、自転車２００ｆの移動方向、移動速度および車両１００との距離を、制御部３２
に出力する。
【０１３４】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定さ
れた場合、自転車２００ｆの移動方向、移動速度および車両１００との距離に基づいて、
自転車２００ｆの位置を特定する。
　制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、図１４Ｂに示すように、特定した自転
車２００ｆの位置付近に、表示情報９の表示位置を変更する。
　このように自転車２００ｆの移動速度、移動方向、および車両１００との距離に応じて
表示情報９を表示することで、自転車２００ｆの乗員に対して車両１００の左後部ドアが
開けられることを的確に注意喚起することができる。
【０１３５】
　車両周辺の移動体の移動速度、移動方向および移動体と車両との距離に応じて表示情報
の表示位置を変更して、車両１００のドアが開けられようとしている車両状態であること
を注意喚起する場合を示したが、これに限定されるものではない。
　例えば、車両が前進または後退しようとしている車両状態、車両が右折または左折しよ
うとしている車両状態、車両前方の横断を許可している車両状態、車両への乗車案内をし
ている車両状態、車両周辺の歩行者に注意喚起を促す車両状態についても同様に表示情報
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の表示位置を変更して注意喚起を行ってもよい。
【０１３６】
　図１５は、車両１００から車外の対象者までの距離に応じて表示情報の表示位置が変更
される様子を示す図である。図１に示したライト４ｂ２は、図１５の右側に示すように、
車両１００のリアウィンドウの複数の表示領域Ａ１～Ａ４のそれぞれに情報の表示が可能
であってもよい。
　表示領域Ａ１は、図１５の左側に示すように、車両１００のリアウィンドウの最も低い
位置の表示領域であり、車両１００に最も近い距離Ｐ１に対応している。
　表示領域Ａ２は、車両１００のリアウィンドウの２番目に低い位置の表示領域であり、
車両１００に２番目に近い距離Ｐ２に対応している。
　表示領域Ａ４は、車両１００のリアウィンドウの最も高い位置の表示領域であり、車両
１００に最も遠い距離Ｐ４に対応している。
　表示領域Ａ３は、車両１００のリアウィンドウの２番目に高い位置の表示領域であり、
車両１００に２番目に遠い距離Ｐ３に対応している。
【０１３７】
　例えば、判定部３１は、ある表示情報の表示開始条件に車両内外の状況が合致したと判
定すると、この表示開始条件に対応する表示情報に加えて、情報取得部３０によって取得
された、車両周辺の移動体（歩行者など）の移動方向、移動速度および車両１００との距
離を、制御部３２に出力する。
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示開始条件に合致したと判定さ
れた場合、移動体の移動方向、移動速度および車両１００との距離に基づいて、移動体の
位置を特定する。制御部３２は、ライトデバイス４ｂを制御して、リアウィンドウの表示
領域Ａ１～Ａ４のうち、特定した移動体の位置に対応する表示領域に、表示情報の表示を
開始する。
【０１３８】
　また、この表示情報の表示変更条件として、車両周辺の移動体が車両１００に接近して
いる状況を設定してもよい。
　上記表示情報が表示されてから、例えば、車両周辺の移動体が車両１００に接近してい
ることが検出されると、判定部３１は、車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定
する。このとき、判定部３１は、情報取得部３０によって取得された移動体の移動方向、
移動速度および車両１００との距離を、制御部３２に出力する。
【０１３９】
　制御部３２は、判定部３１によって車両内外の状況が表示変更条件に合致したと判定さ
れた場合、移動体の移動方向、移動速度および車両１００との距離に基づいて、移動体の
位置を特定する。制御部３２は、ライトデバイス４ｂを制御して、リアウィンドウの表示
領域Ａ１～Ａ４のうち、特定した移動体の位置に対応する表示領域に、表示情報の表示位
置を変更する。
　このように車両１００から車外の対象者までの距離に応じて表示情報の表示位置が変更
されるので、車外の対象者が表示情報を容易に視認することができる。図１５では、車両
１００から遠い位置に存在する対象者から表示情報が視認しやすくなるように、リアウィ
ンドウの高い位置に表示情報が表示される。
【０１４０】
　以上のように、実施の形態１に係る照射装置３において、制御部３２が、車両内外の状
況に関する情報が表示変更条件に合致すると判定されると、ライトデバイス４ａまたはラ
イトデバイス４ｂを制御して、車外に表示した情報の表示態様を変更する。これにより、
車両内外の状況に応じた表示態様で情報を表示することができ、車外に表示した情報を車
外の対象者に的確に伝えることができる。
【０１４１】
実施の形態２．
　実施の形態２では、車外に表示した情報を車内に通知する構成について説明する。
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　実施の形態２に係る照射装置の構成は、実施の形態１の図１および図２に示した構成と
基本的に同じであるので、実施の形態２においても、ハードウェア構成については図１を
参照し、機能構成については図２を参照することとする。
【０１４２】
　次に動作について説明する。
　図１６は、この発明の実施の形態２に係る照射装置３の動作を示すフローチャートであ
る。まず、制御部３２は、実施の形態１と同様にして、ライトデバイス４ａまたはライト
デバイス４ｂを制御して、車外に情報を表示させる（ステップＳＴ１ａ）。
　続いて、制御部３２は、ライトデバイス４ｃおよび車内モニタ２ｉの少なくとも一方を
制御して、車外に情報を表示したことを車内に通知する（ステップＳＴ２ａ）。
【０１４３】
　図１７は、実施の形態２におけるドアノブ灯具１０１ａの点灯状態を示す図であり、車
両１００の車室内を示している。車両１００は、図１に示したライト４ｃ２であるドアノ
ブ灯具１０１ａを備える。ドアノブ灯具１０１ａは、車内に光を発して車内側のドアノブ
１０１を照らす車内灯具である。
【０１４４】
　実施の形態２に係る照射装置３は、ドアノブ１０１を有するドアが開けられようとして
いる車両状態を示す表示情報を車外に表示すると、これに応じてドアノブ灯具１０１ａを
点灯させる。
　例えば、照射装置３の制御部３２が、判定部３１によって車両内外の状況が上記表示情
報の表示開始条件に合致したと判定された場合、開けられようとしているドアのドアノブ
灯具１０１ａの点灯をライトドライバ４ｃ１に指示する。これにより、ライトドライバ４
ｃ１は、制御部３２からの指示に従ってドアノブ灯具１０１ａを点灯させる。
　なお、ドアノブ灯具１０１ａが発する光を点滅させてもよい。
【０１４５】
　車両の乗員は、ドアノブ灯具１０１ａの点灯状態を視認することで、このドアを開ける
ことに関する表示情報が車外に表示されていることを確認できる。
　すなわち、乗員は、この表示情報によってドアを開けることを車外に注意喚起している
状況を確認した上で、次にとる行動を決定することができる。
【０１４６】
　なお、ドアノブ灯具１０１ａを点灯させる場合を示したが、表示情報の表示に合わせて
点灯する車内灯具は、ドアノブ灯具１０１ａに限定されるものではない。
　ドアを開けようとした乗員の視野に入る場所に設けられた車内灯具であれば、同じ効果
を得ることができる。
【０１４７】
　図１８は、車両１００が後退しようとしている車両状態を車外に通知するための表示情
報８ａを車内モニタ１０２に表示した様子を示す図であり、車両１００の車室内を示して
いる。図１８に示す車内モニタ１０２は、画面１０２ａに表示された情報を乗員が視認で
きるモニタであり、例えば、車内に設けられたナビゲーションシステム１ｐの車内モニタ
２ｉにより実現される。車内モニタ１０２の表示は、全体制御ＥＣＵ２によって制御され
る。
【０１４８】
　実施の形態２に係る照射装置３は、車両１００が後退しようとしている車両状態に対応
する表示情報８ａを車外に表示すると、これに応じて全体制御ＥＣＵ２に指示して車内モ
ニタ１０２にも表示情報８ａを表示させる。
　例えば、制御部３２が、判定部３１によって車両内外の状況が表示情報８ａの表示開始
条件に合致したと判定された場合、車内モニタ１０２に表示情報８ａを表示させるように
全体制御ＥＣＵ２に指示する。これにより、全体制御ＥＣＵ２は、制御部３２からの指示
に従って、車内モニタ１０２に表示情報８ａを表示させる。
【０１４９】
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　車両の乗員は、車内モニタ１０２の表示を視認することで、車両１００の後退に関する
表示情報が車外に表示されていることを確認できる。
　すなわち、乗員は、この表示情報によって車両１００の後退を車外に注意喚起している
状況を確認した上で、次にとる行動を決定することができる。
【０１５０】
　なお、図１８では、車内モニタ１０２に表示された車両１００の後方の状況に重畳して
表示情報８ａを表示させた場合を示したが、これに限定されるものではない。
　例えば、車両１００のハッチバックドアの車室内側に設けられた車内灯具、車内モニタ
に取り付けた灯具またはサイドミラーに取り付けた灯具を、表示情報８ａの表示に合わせ
て点灯させてもよい。
【０１５１】
　図１９は、車両ドアが開けられようとしている車両状態に対応する画像情報１２を、バ
ックミラーモニタ１０３に表示した様子を示す図であり、車両１００の車室内を示してい
る。バックミラーモニタ１０３は、車両１００のバックミラーに取り付けられたモニタで
ある。バックミラーモニタ１０３の表示は、全体制御ＥＣＵ２によって制御される。
【０１５２】
　実施の形態２に係る照射装置３は、車両ドアが開けられようとしている車両状態に対応
する表示情報を車外に表示すると、これに応じて全体制御ＥＣＵ２に指示してバックミラ
ーモニタ１０３に画像情報１２を表示させる。
　例えば、制御部３２が、判定部３１によって車両内外の状況が上記表示情報の表示開始
条件に合致したと判定された場合、バックミラーモニタ１０３に画像情報１２を表示させ
るように全体制御ＥＣＵ２に指示する。これにより、全体制御ＥＣＵ２は、制御部３２の
指示に従って、バックミラーモニタ１０３に画像情報１２を表示させる。
　画像情報１２は、上記表示情報を車外に表示している車両１００を俯瞰した画像（アラ
ウンドビューまたはバードアイビュー）である。
【０１５３】
　車両の乗員は、バックミラーモニタ１０３の表示を視認することで、車両ドアを開ける
ことに関する表示情報が車外に表示されていることを確認できる。すなわち、乗員は、画
像情報１２によって車両ドアを開けることを車外に注意喚起している状況を確認した上で
、次にとる行動を決定することができる。
【０１５４】
　図２０は、車両ドアが開けられようとしている車両状態に対応する画像情報１３を車内
モニタ１０２に表示した様子を示す図である。
　画像情報１３は、図２０に示すように、表示情報を車外に表示（アニメーションの路面
標示）している車両１００を俯瞰した画像と、表示情報を車外に表示（リアウインドへの
表示）している車両１００を後方から見た画像とを合わせた画像である。
　車両の乗員は、画像情報１３を視認することで、車両ドアを開けることに関する表示情
報が車外に表示されていることを確認できる。
【０１５５】
　図１６の説明に戻る。
　制御部３２は、車外の情報の表示を終了したか否かを確認する（ステップＳＴ３ａ）。
判定部３１によって車両内外の状況が表示終了条件に合致していないと判定された場合、
制御部３２は、車外への情報の表示を継続する（ステップＳＴ３ａ；ＮＯ）。この場合、
制御部３２は、ステップＳＴ３ａの処理を繰り返す。この処理が行われている間は、車外
への情報の表示と車内の通知が継続される。
【０１５６】
　一方、判定部３１によって車両内外の状況が表示終了条件に合致したと判定されると、
制御部３２は、ライトデバイス４ａまたはライトデバイス４ｂを制御して、車外への情報
の表示を終了させる。
　図２１Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための表
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示情報６ａを示す図であり、車両１００を上方から見た様子を示している。図２１Ｂは、
図２１Ａの表示情報６ａの表示に連動したドアノブ灯具１０１ａの点灯状態を示す図であ
り、車両１００の車室内を示している。車両内外の状況が表示情報６ａの表示開始条件に
合致することにより、制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、図２０Ａに示すよ
うに、表示情報６ａを表示させる。図２１Ｂに示すように、ドアノブ灯具１０１ａは、表
示情報６ａの表示が開始されたタイミングで点灯を開始する。
【０１５７】
　続いて、制御部３２は、車外への情報の表示を終了させてから一定の時間が経過したか
否かを判定する（ステップＳＴ４ａ）。
　車外への情報の表示を終了させてから一定の時間が経過していない場合（ステップＳＴ
４ａ；ＮＯ）、制御部３２は、ステップＳＴ４ａの処理を繰り返す。この処理が行われて
いる間は、車内の通知が継続される。
　図２２Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための表
示情報６ａの表示が終了した直後の状態を示す図であり、車両１００を上方から見た様子
を示している。図２２Ｂは、図２２Ａの状態におけるドアノブ灯具１０１ａの点灯状態を
示す図であり、車両１００の車室内を示している。車両内外の状況が表示情報６ａの表示
終了条件に合致することにより、制御部３２は、ライトデバイス４ａを制御して、図２２
Ａに示すように表示情報６ａの表示を終了させる。表示情報６ａの表示を終了させてから
一定の時間が経過していない場合、図２２Ｂに示すように、ドアノブ灯具１０１ａは点灯
を継続する。
【０１５８】
　車外への情報の表示を終了させてから一定の時間が経過すると（ステップＳＴ４ａ；Ｙ
ＥＳ）、制御部３２は、ドアノブ灯具１０１ａを消灯させることで、車内の通知を終了さ
せる（ステップＳＴ５ａ）。
　図２３Ａは、左後部ドアが開けられようとしている車両状態を車外に通知するための表
示情報６ａの表示が終了してから一定の時間が経過した状態を示す図であり、車両１００
を上方から見た様子を示している。図２３Ｂは、図２３Ａの状態におけるドアノブ灯具１
０１ａの点灯状態を示す図であり、車両１００の車室内を示している。
　ドアノブ灯具１０１ａは、表示情報６ａの表示が終了してから一定の時間（３秒程度）
が経過すると、図２３Ｂに示すように消灯する。
　例えば、制御部３２が、表示情報６ａの表示を終了してから一定の時間が経過すると、
ドアノブ灯具１０１ａを消灯するようにライトドライバ４ｃ１に指示する。ライトドライ
バ４ｃ１は、制御部３２の指示に従ってドアノブ灯具１０１ａを消灯させる。
【０１５９】
　車両の乗員は、ドアノブ灯具１０１ａの点灯状態を視認することで、このドアを開ける
ことに関する表示情報６ａが車外に表示されていることを確認できる。
　しかしながら、表示情報６ａの表示が終了した直後にドアノブ灯具１０１ａが消灯され
ると、乗員からは、表示情報６ａによる注意喚起が不要な車外状況になっているのか不安
に感じる場合がある。
　そこで、本出願の発明者は、車外表示と車内通知との関係について鋭意研究および実験
を重ねた結果、車外の情報の表示を終了してから車内への通知を一定の時間（３秒程度）
継続すると、前述した乗員の不安が軽減されることを見出した。
　すなわち、図１６に示した動作は、発明者によって見出された新たな知見を照射装置３
の動作に取り入れたものである。
　なお、ドアノブ灯具１０１ａの点灯を一定の時間が経過するまで継続することを示した
が、車内モニタ１０２への表示およびバックミラーモニタ１０３への表示においても同様
に表示を継続することで、乗員の不安を軽減することができる。
【０１６０】
　以上のように、実施の形態２に係る照射装置３において、制御部３２が、車外に表示情
報を表示させていることを、ドアノブ灯具１０１ａ、車内モニタ１０２およびバックミラ
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ーモニタ１０３によって車内に通知させる。これにより、車両の乗員は、これらを視認す
ることで、表示情報が車外に表示されていることを確認できる。
【０１６１】
　また、実施の形態２に係る照射装置３において、制御部３２が、車外の情報の表示を終
了してから一定の時間が経過するまで、ドアノブ灯具１０１ａ、車内モニタ１０２および
バックミラーモニタ１０３による車内への通知を継続させる。
　これにより、表示情報による注意喚起が不要な車外状況になっているのかという乗員の
不安を軽減することができる。
【０１６２】
実施の形態３．
　実施の形態３では、車外灯具に合わせて、車外に表示するアニメーションの光パターン
の点滅を制御する構成について説明する。
　実施の形態３に係る照射装置の構成は、実施の形態１の図１および図２に示した構成と
基本的に同じであるので、実施の形態２においても、ハードウェア構成については図１を
参照し、機能構成については図２を参照することとする。
【０１６３】
　次に動作について説明する。
　図２４は、この発明の実施の形態３に係る照射装置３の動作を示すフローチャートであ
る。まず、制御部３２は、実施の形態１と同様にして、ライトデバイス４ａを制御して、
車外にアニメーションを表示させる。このとき、制御部３２は、車外灯具の点灯とアニメ
ーションの車外表示の両方を行うか否かを確認する（ステップＳＴ１ｂ）。
　アニメーションの車外表示のみで車外灯具の点灯を行わない場合（ステップＳＴ１ｂ；
ＮＯ）、制御部３２は、ステップＳＴ１ｂの処理を繰り返す。
【０１６４】
　図２５は、実施の形態３における車外灯具１０３ａ，１０３ｂ，１０４ａ，１０４ｂ，
１０５ａ，１０５ｂおよび表示情報６ａを示す図である。
　図２５において、車外灯具１０３ａ，１０３ｂ，１０４ａ，１０４ｂ，１０５ａ，１０
５ｂは、図１に示したライトデバイス４ｄが備えるライト４ｄ２であり、ライトドライバ
４ｄ１によって点灯が制御される。車外灯具１０３ａ，１０３ｂは、車両１００のウィン
カーランプであり、車外灯具１０４ａ，１０４ｂは、車両１００のサイドミラーランプで
あり、車外灯具１０５ａ，１０５ｂは、車両１００のハザードランプまたはブレーキラン
プである。表示情報６ａは、図４Ａに示したように、複数の光パターンが点滅するアニメ
ーションである。
【０１６５】
　車外灯具の発する光が点滅しているときに表示情報６ａを表示すると、表示情報６ａの
点滅パターンによっては、不規則に点滅する光が発生する。
　この場合、車両周辺の人が眩惑され、表示情報６ａの視認性も低下して十分に注意喚起
できない可能性がある。
　そこで、車外灯具の点灯とアニメーションの車外表示の両方を行う場合（ステップＳＴ
１ｂ；ＹＥＳ）、制御部３２は、車外灯具が点滅しているときにアニメーションの光パタ
ーンを点滅させる場合、ライトデバイス４ａを制御して、アニメーションの光パターンの
点灯タイミングを車外灯具の点灯タイミングに合わせる、または、車外灯具とアニメーシ
ョンの光パターンとを交互に点灯させる（ステップＳＴ２ｂ）。
　これにより、不規則に点滅する光に起因した眩惑が防止され、アニメーションの視認性
も向上する。
【０１６６】
　図２６は、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図２７Ａは、実施の形態３におけ
る表示情報６ａの点滅パターン（パターンＡ）を示す図である。図２７Ｂは、実施の形態
３における表示情報６ａの点滅パターン（パターンＢ）を示す図である。
　図２６に示すように、車外灯具は、例えば、０．５秒の間隔で点灯と消灯が繰り返され
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る点滅パターンであるものとする。表示情報６ａは、図２７Ａに示すように、光パターン
が０．５秒の間隔で点灯と消灯が繰り返される点滅パターン（パターンＡ）であるものと
する。なお、表示情報６ａは、図２７Ｂに示すように、光パターンが０．２５秒の間隔で
点灯と消灯が繰り返される点滅パターン（パターンＢ）であってもよい。
　なお、これらは一例であり、表示情報の点滅パターンは自由に設定できる。
【０１６７】
　図２８Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図２８Ｂは、図２８Ａの車外灯
具と同時に点灯が繰り返される表示情報６ａの点滅パターン（パターンＡ）を示す図であ
る。また、図２９Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図２９Ｂは、図２９Ａ
の車外灯具と同時に点灯が繰り返される表示情報６ａの点滅パターン（パターンＢ）を示
す図である。図２８Ａおよび図２８Ｂ、図２９Ａおよび図２９Ｂに示すように、表示情報
６ａの点滅パターンが、車外灯具と同時に点灯が繰り返されるパターンであると、不規則
な点滅の光が発生せず、車両周辺の人の眩惑を起こさない。
【０１６８】
　しかしながら、表示情報６ａの点滅パターンが、車外灯具の点灯タイミングよりも早く
点灯していると、不規則な点滅の光が発生して眩惑の要因となる。
　そこで、制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミングが早い場合に、
表示情報６ａの光パターンの点灯時間を延長して車外灯具の点灯タイミングに合わせる補
正を行う。
【０１６９】
　図３０Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３０Ｂは、図３０Ａの車外灯
具の点灯タイミングよりも早く点灯していた表示情報６ａの補正後の点滅パターン（パタ
ーンＡ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
が早い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、パターンＡの点灯時間を時間Ｔ１だけ延
長させる。これにより、表示情報６ａを車外灯具の点灯タイミングに合わせることができ
る。なお、時間Ｔ１は、（１－ｘ）秒程度である。
【０１７０】
　図３１Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３１Ｂは、図３１Ａの車外灯
具の点灯タイミングよりも早く点灯していた表示情報６ａの補正後の点滅パターン（パタ
ーンＢ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
が早い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、光パターンＢの点灯時間を時間Ｔ２だけ
延長させる。これにより、表示情報６ａを車外灯具の点灯タイミングに合わせることがで
きる。なお、時間Ｔ２は、（１－ｙ）秒程度である。
【０１７１】
　表示情報６ａの点滅パターンが、車外灯具の点灯タイミングよりも遅く点灯する場合も
不規則な点滅の光が発生して眩惑の要因となる。
　そこで、制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミングが遅い場合に、
表示情報６ａの光パターンの消灯時間を短縮して車外灯具の点灯タイミングに合わせる補
正を行う。
【０１７２】
　図３２Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３２Ｂは、図３２Ａの車外灯
具の点灯タイミングよりも遅く点灯していた表示情報６ａの補正後の点滅パターン（パタ
ーンＡ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
が遅い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、パターンＡの消灯時間を時間Ｔ３だけ短
縮させる。これにより、表示情報６ａを車外灯具の点灯タイミングに合わせることができ
る。
【０１７３】
　図３３Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３３Ｂは、図３３Ａの車外灯
具の点灯タイミングよりも遅く点灯していた表示情報６ａの補正後の点滅パターン（パタ
ーンＢ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
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が遅い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、パターンＢの消灯時間を時間Ｔ４だけ短
縮させる。これにより、表示情報６ａを車外灯具の点灯タイミングに合わせることができ
る。
【０１７４】
　また、制御部３２は、表示情報６ａの光パターンの点灯時間を延長して車外灯具と表示
情報６ａの光パターンとを交互に点灯させてもよい。このようにしても、不規則な点滅の
光が発生せず、車両周辺の人の眩惑を防止できる。
【０１７５】
　図３４Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３４Ｂは、図３４Ａの車外灯
具と交互に点灯するように点灯タイミングを補正した表示情報６ａの点滅パターン（パタ
ーンＡ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
が早い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、パターンＡの点灯時間を延長させる。こ
れにより、車外灯具と表示情報６ａの光パターンとを交互に点灯させることができる。
【０１７６】
　図３５Ａは、車外灯具の点滅パターンを示す図である。図３５Ｂは、図３５Ａの車外灯
具と交互に点灯するように点灯タイミングを補正した表示情報６ａの点滅パターン（パタ
ーンＢ）を示す図である。制御部３２は、車外灯具よりも表示情報６ａの点灯タイミング
が早い場合に、ライトデバイス４ａを制御して、パターンＢの消灯時間を短縮させる。こ
れにより、車外灯具と表示情報６ａの光パターンとを交互に点灯させることができる。
【０１７７】
　以上のように、実施の形態３に係る照射装置３において、車外灯具とアニメーションの
光パターンとの両方を点滅させたときに、アニメーションの光パターンの点灯タイミング
と車外灯具の点灯タイミングとが一致している。これにより、不規則な点滅の光が発生せ
ず、車両周辺の人の眩惑を防止できる。また、アニメーションの視認性も向上する。
【０１７８】
　また、実施の形態３に係る照射装置３において、車外灯具とアニメーションの光パター
ンとの両方を点滅させたときに、車外灯具とアニメーションの光パターンとが交互に点灯
する。このように構成しても、不規則な点滅の光が発生せず、車両周辺の人の眩惑を防止
できる。また、アニメーションの視認性も向上する。
【０１７９】
　制御部３２が、ライトデバイス４ａを動的に制御して、アニメーションの光パターンの
点灯タイミングを車外灯具の点灯タイミングに合わせる、または車外灯具とアニメーショ
ンの光パターンとを交互に点灯させる場合を示したが、これに限定されるものではない。
例えば、制御部３２は、車外灯具の点灯タイミングに光パターンの点灯タイミングを予め
一致させたアニメーションを、ライトデバイス４ａに表示させてもよく、また、車外灯具
と交互に点灯する点滅パターンのアニメーションを、ライトデバイス４ａに表示させても
よい。
　なお、実施の形態３では、実施の形態１に示した「表示情報の表示開始」が行われた直
後の表示情報の点滅制御を例に説明したが、「表示情報の表示態様を変更したとき」およ
び「表示態様を変更してから、再び元の表示態様に復帰するとき」においても同様に、車
外灯具の点灯に合わせて表示情報の点滅制御を行ってもよい。
【０１８０】
　なお、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内において、
実施の形態のそれぞれの自由な組み合わせまたは実施の形態のそれぞれの任意の構成要素
の変形もしくは実施の形態のそれぞれにおいて任意の構成要素の省略が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１８１】
　この発明に係る照射装置は、車外に表示した情報を車外の対象者に的確に伝えることが
できるので、例えば、各種の運転支援装置に利用することができる。
【符号の説明】
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　１　車両デバイス、１ａ　車速センサ、１ｂ　舵角センサ、１ｃ　アクセルセンサ、１
ｄ　ブレーキセンサ、１ｅ　シフトセンサ、１ｆ　ウィンカーセンサ、１ｇ　ハザードセ
ンサ、１ｈ　ワイパーセンサ、１ｉ　ライトセンサ、１ｊ　ドア開閉センサ、１ｋ　ドラ
イバカメラ、１ｌ　着座センサ、１ｍ　加速度センサ、１ｎ　角速度センサ、１ｏ　ＧＰ
Ｓデバイス、１ｐ　ナビゲーションシステム、１ｑ　車外カメラ、１ｒ　車外センサ、１
ｓ　照度センサ、１ｔ　ドアノブセンサ、１ｕ　シートベルトセンサ、２　全体制御ＥＣ
Ｕ、２ａ，３ａ－１，３ｂ－１　プロセッサ、２ｂ，３ａ－２，３ｂ－２　ＲＯＭ、２ｃ
，３ａ－３，３ｂ－３　ＲＡＭ、２ｄ　エンジン、２ｅ　変速機、２ｆ　ブレーキアクチ
ュエータ、２ｇ　ステアリングアクチュエータ、２ｈ　ＨＵＤ、２ｉ，１０２　車内モニ
タ、３　照射装置、３Ａ　ライティング制御装置、３ａ　統合判別ＥＣＵ、３ｂ　ライト
制御ＥＣＵ、４ａ～４ｄ　ライトデバイス、４ａ１～４ｄ１　ライトドライバ、４ａ２～
４ｄ２　ライト、５　無線通信装置、５ａ　アンテナ、５ｂ　送信部、５ｃ　受信部、６
ａ，６ｂ，７ａ－１，７ａ－２，７ｂ，８ａ，８ｂ，９，９ａ～９ｄ，１０ａ，１０ｂ，
１１ａ，１１ｂ　表示情報、１２，１３　画像情報、３０　情報取得部、３１　判定部、
３２　制御部、１００，３００　車両、１０１　ドアノブ、１０１ａ　ドアノブ灯具、１
０２ａ　画面、１０３　バックミラーモニタ、１０３ａ，１０３ｂ，１０４ａ，１０４ｂ
，１０５ａ，１０５ｂ　車外灯具、２００ａ～２００ｅ　歩行者、２００ｆ　自転車。
【要約】
　制御部（３２）が、車両内外の状況に関する情報が表示変更条件に合致すると判定され
ると、プロジェクタデバイス（４ａ）またはボディライトデバイス（４ｂ）を制御して、
車外に表示した情報の表示態様を変更する。

【図１】 【図２】
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